
発行・編集　白石市総務課　〒989-0292 白石市大手町 1-1   0224（22）1331

白石市のホームページ　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/

No.562

2006 5

▲一家三代・大浦さんのご家族を先頭に渡り初め ▲たくさんの人がつり橋独特の揺れや景観を楽しみました

▲風間市長など関係者によるテープカット

▲完成したつり橋。雄大な景色を見ることができます!

5月号の主な内容
男女共同参画社会推進のための市民意識調査結果
耐震対策事業について
まちかどズームイン
風間市長コラム「風のささやき」
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
5月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
健康な身体をつくり、守っていきましょう
社会教育通信No.14
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか
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　4月6日、小原地区の温水プール施設「スパッシュランドしろ
いし」と、白石川を挟んで対岸にある「スパッシュランドパーク」
を結ぶつり橋の開通式が行われました。このつり橋は、公園内の
シバザクラが見ごろになる4月下旬からの行楽シーズンの渋滞緩
和と、施設の利用促進を図る目的で整備されたものです。
　テープカットの後、関係者や地元の皆さんが次々とつり橋を渡
り、つり橋独特の揺れや白石川の景観などを楽しみました。

公園とプールを結ぶ「つり橋」が完成!
～スパッシュランド大吊橋が開通～
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回
答
な
ど

61.4

16.8

48.3

24.5 35.6 32.4 7.5

9.4 34.9 7.4

53.6 24.8 4.8

26.7 9.9
2.0

一般・男性

一般・女性

高校・男性

高校・女性

（単位：％）
男に生まれたい 分からないどちらでも良い

女に生まれたい

1.0 0.0
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家庭、職場、社会
で男性が優遇され
ているから

家庭、職場、社会
で女性が優遇され
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その他

子どもを産むこ
とができるから

なんとなく、そう思うから

分
か
ら
な
い・
無
回
答
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女
性
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
（
講
演

会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
）
の
充
実

男
女
平
等
教
育
の
推
進

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
加
促
進

女
性
相
談
窓
口
の
充
実
（
就
業
、
法
律
、

育
児
、
教
育
な
ど
）

女
性
の
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

女
性
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
た
め
の

施
策
（
健
康
診
断
の
拡
充
、
健
康
教
育
の

充
実
な
ど
）

介
護
の
必
要
の
あ
る
お
年
寄
り
や
障
害
者

な
ど
の
家
庭
で
の
介
護
の
軽
減

保
育
所
や
留
守
家
庭
児
童
の
た
め
の
対
策

な
ど
の
充
実

○問 子ども家庭課　☎22-1363

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
な
が
ら
共
に
参
画
す
る
社
会
を
目
指
し
て
！

 　

人
間
に
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
「
生
物
学
的
性
別
（
ｓ
ｅ
ｘ
）」
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

社
会
通
念
や
慣
習
の
中
に
は
、
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
男
性
像
、
女
性
像

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
男
性
、
女
性
の
別
を
「
社
会
的
性
別
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

当
市
は
、
社
会
的
性
別
が
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
（
例…

男
は
外
で
仕
事
、

女
は
家
庭
で
家
事
・
子
育
て
）
や
偏
見
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を

市
民
が
意
識
し
、
社
会
的
な
合
意
を
得
な
が
ら
社
会
制
度
や
慣
行
の
見
直
し
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
の
人
権
が
真
に
尊
重
さ
れ
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
今
回
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白石市民の意識調査　報告書
（
概
要
）

⑴
調
査
設
計

①
一
般

●
対
象
地
域　

市
内
全
域

●
調
査
対
象
お
よ
び
標
本
数　

市
内
在

住
20
歳
以
上
の
男
女
5
0
0
人

●
抽
出
方
法　

選
挙
人
名
簿
よ
り
無
作

為
抽
出

●
調
査
方
法
・
期
間　

郵
送
法
・
平
成

17
年
11
月
15
日
〜
30
日

②
高
校
生

●
対
象
校　

白
石
女
子
高
等
学
校
、
白

石
高
等
学
校
、
白
石
工
業
高
等
学
校

●
調
査
方
法　

学
校
側
に
一
任

●
調
査
期
間　

平
成
17
年
11
月
〜
12
月

⑵
配
布
・
回
収
結
果

①
一
般

●
配
布
数　

5
0
0
人
（
女
性
2
5
0

人
・
男
性
2
5
0
人
）

●
回
収
数　

2
2
6
人
（
女
性
1
2
5

人
・
男
性
1
0
1
人
）

●
回
収
率　

45
・
2
％

②
高
校
生

●
配
布
数　

学
校
側
に
一
任

●
回
収
数　

5
6
6
人
（
女
性
2
1
6

人
・
男
性
3
5
0
人
）

問
1　

共
働
き
家
庭
で
の
家
事
・
育
児

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
2　

あ
な
た
は
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

　

共
働
き
家
庭
で
の
家
事
や
育
児
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
「
男
女
と
も
家
事
や

育
児
を
行
う
の
が
良
い
」「
ど
ち
ら
で
も

手
の
あ
い
て
い
る
方
が
家
事
や
育
児
を

す
れ
ば
良
い
」
と
、
男
女
と
も
ほ
ぼ
同

数
で
、
男
女
共
同
の
意
識
が
浸
透
し
て

き
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問
3　

現
在
、
介
護
の
必
要
な
親
を
世

話
し
て
い
る
人
の
大
部
分
は
女
性
で

す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
な
た

の
考
え
に
近
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

　

親
の
介
護
に
つ
い
て
は
、「
男
性
も

女
性
も
介
護
す
べ
き
」
と
答
え
て
い
る

人
が
女
性
で
は
72
・
0
％
、
男
性
69
・

3
％
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
「
介
護
は
女
性
」

と
い
う
役
割
意
識
か
ら
一
歩
抜
け
出
し

て
、
男
性
も
共
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
の
表
れ
と
受
け
止
め
ら
れ

ま
す
。

問
4
⑴　

今
度
生
ま
れ
変
わ
る
と
し
た

ら
、
男
に
生
ま
れ
た
い
で
す
か
、
そ

れ
と
も
女
に
生
ま
れ
た
い
で
す
か
。

　
「
男
に
生
ま
れ
た
い
」と
思
っ
て
い
る

人
は
、
女
性
は
16
・
8
％
、
男
性
で
は

61
・
4
％
を
示
し
て
い
ま
す
。
逆
に
「
女

に
生
ま
れ
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
は
、

男
性
で
は
わ
ず
か
2
・
0
％
で
す
。

　

高
校
生
は
「
ど
ち
ら
で
も
良
い
」
が

多
く
な
っ
て
お
り
、「
自
分
の
性
」
に

満
足
し
な
が
ら
も
あ
ま
り
性
別
に
こ
だ

わ
ら
な
い
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

問
4
⑵　

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

問
5　

今
後
当
市
の
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

生
ま
れ
変
わ
る
と
し
た
ら
「
男
に
生

ま
れ
た
い
」「
女
に
生
ま
れ
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
の
理
由
は
、「
何
と
な
く

そ
う
思
う
」
が
高
い
比
率
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
の
「
家
庭
、
職
場
、
社

会
で
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
か
ら
」

を
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
人
は
、
女

性
の
3
倍
弱
の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
と
し

て
は
、「
女
性
相
談
窓
口
の
充
実
」「
介
護

の
必
要
の
あ
る
お
年
寄
り
や
障
害
者
な

ど
の
家
庭
で
の
介
護
の
軽
減
」「
保
育
所

や
留
守
家
庭
児
童
の
た
め
の
対
策
な
ど

の
充
実
」の
３
点
に
５
割
以
上
の
要
望
が

あ
り
、大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
「
女
性
の
健
康
を
保
持
・
増

進
す
る
た
め
の
施
策
」「
女
性
の
生
涯
学

習
機
会
の
充
実
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
生
活
を
し
て
い
く
上
で
直
面

し
て
い
る
問
題
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
男
女
共
同

参
画
が
進
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

男
女
の
性
に
よ
っ
て
役
割
が
異
な
る
と

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
年
齢
層
が

高
い
ほ
ど
「
同
感
す
る
」
比
率
が
高
く
、

若
年
層
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
同
感
し

な
い
」
傾
向
が
強
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
「
同

感
し
な
い
」比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
と
回
収
結
果

回
答
者
特
性

①
一
般
（
年
齢
別
）

②
高
校
生
（
性
別
）

20代
8.0％

30代
10.2％

40代
16.4％

50代
27.4％

60代以上
38.1％

男性
61.8％

女性
38.2％

全　体

　

調
査
結
果
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社

会
に
関
す
る
意
識
が
広
く
市
民
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
を
始

め
て
か
ら
10
年
。

　

市
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後
の

行
政
施
策
の
貴
重
な
資
料
と
す
る
と
と

も
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
家
庭
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.shiroishi.m

iyagi
.jp/section/kodom

o/index.htm
l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

～男女共同参画社会を推進していくために～
白石市民の意識調査　報告書
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概
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）
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近
い
う
ち
に
宮
城
県
沖
地
震
が
高
い
確
率

で
起
き
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
家
具
の
転
倒

な
ど
に
よ
る
被
害
の
防
止
対
策
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
地
震
の
際
は
、

建
物
が
地
震
に
耐
え
て
も
、
転
倒
し
た
家
具

の
下
敷
き
に
な
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
避
難

経
路
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
居
住

者
被
害
が
、
各
地
で
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、（
社
）宮
城
県
建
築
士
会
白
石

刈
田
支
部
で
は
、
2
月
1
日
か
ら
家
具
の
転

倒
を
防
止
す
る
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
工
事
に
か
か
る
費
用

　

標
準
（
高
さ
1.8
ｍ
×
幅
0.9
ｍ
程
度
）
の
金

額
は
、

・
金
具
（
大
2
個
）
…
6
0
0
円

・
金
具
（
小
2
個
）
…
3
0
0
円

・
取
り
付
け
手
間
賃
（
１
時
間
）

　

…
2
、0
0
0
円

・
下
地
材
（
必
要
な
場
合
）

　

…
1
、0
0
0
円
〜
3
、0
0
0
円

※
そ
の
ほ
か
、
標
準
家
具
以
外
は
、
見
積
り

の
上
別
料
金
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
貸
家
な
ど
は
、
貸
主
の
承
諾
を
得

た
建
物
に
限
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
建
築
住
宅
係

　

☎
2
2
|

1
3
2
6

備 えあれば　憂 いなし

木造住宅の
耐震対策 事業などを実施します

私たちの住む宮城県では、昭和53年6月に発生した宮城県沖地震のように、宮城県沖
を震源とする大規模地震が周期的に発生することが知られています。国の地震調査委
員会が公表した「宮城県沖地震の長期評価」では、平成36年までに90％、平成46年ま
でに99％の確率で、マグニチユード8クラスの大規模地震が発生すると予測されてい
ます。
市では、多くの市民が居住する木造住宅の倒壊を防ぎ、さらに危険なブロック塀を
取り除くなど、人的被害を軽減するための各種助成事業を実施します。

●
事
業
期
間　

平
成
19
年
度
ま
で

●
事
業
の
対
象

①
小
学
校
の
通
学
路
（
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
）

や
、
市
長
が
認
め
る
道
路
に
面
し
た
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

除
く
方

②
宮
城
県
土
木
事
務
所
や
市
が
行
う
調
査

で
、「
Ｄ
」
ま
た
は
「
Ｅ
」
の
判
定
を
受
け

た
も
の

③
道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
1
ｍ
以
上
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
、
石
造
り
、
レ

ン
ガ
造
り
、
そ
の
ほ
か
組
み
積
み
造
り
に
よ

る
塀
や
門
柱

●
助
成
の
内
容

　
　

1
件
当
た
り
15
万
円
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
面
積（
㎡
）×
4
千
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
事
業
期
間　

平
成
19
年
度
ま
で

●
事
業
の
概
要

　
　

住
宅
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
、「
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
」
を
派
遣
し
て
耐
震
診

断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
建
築
物

　
　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た

木
造
在
来
工
法
の
戸
建
て
住
宅
（
現
在
の

建
築
基
準
法
耐
震
基
準
が
施
行
さ
れ
る
以

前
の
住
宅
）　

●
助
成
の
内
容

　
　

助
成
対
象
の
限
度
額
は
14
万
４
千
円
。

そ
の
う
ち
、
市
が
13
万
6
千
円
を
助
成
し
、

個
人
負
担
が
8
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

14
万
4
千
円
を
越
え
る
部
分
（
建
物
の

延
べ
面
積
が
2
0
0
㎡
以
上
）
の
費
用
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

既
存
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
促
進
を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
改
修
工
事
ま
で
、

一
連
の
流
れ
に
沿
っ
た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
事
業
期
間　

平
成
18
年
度

●
事
業
の
概
要

　
　

住
宅
所
有
者
が
、
耐
震
改
修
設
計
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
補
助
し

ま
す
。

●
対
象
建
築
物

　
　

木
造
住
宅
耐
震
対
策
事
業
で
作
成
し
た

耐
震
改
修
計
画
に
基
づ
い
て
、
改
修
設
計

お
よ
び
改
修
工
事
を
行
う
住
宅

●
助
成
の
内
容

　
　

費
用
の
う
ち
90
万
円
ま
で
は
、
市
が
3

分
の
1
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

残
り
3
分
の
2
と
90
万
円
を
超
え
る
部

分
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

  

昭
和
53
年
6
月
12
日
、
宮
城
県
沖
を
震
源

と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
4
の
地
震
に

よ
り
、
宮
城
県
や
近
県
各
地
は
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
市
で
も
死
者
2
名
、
負
傷
者
29
名
、
家

屋
全
壊
2
棟
、
さ
ら
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緑
が
丘
地
区
で
は
、
土
砂
流
出
の

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

木 

造
住
宅
耐
震
対
策
事
業

ス 

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

①

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

助
成
事
業

②

白
石
市
で
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震

（
昭
和
53
年
）
の
被
害

　

通
学
時
の
児
童
な
ど
、
通
行
人
の
安
全
確
保
を
目
的
に
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
通
学
路
な
ど

に
面
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
除
く
方
に
助
成
す
る
事
業
で
す
。

家
具
の
転
倒
防
止
は

　
　
　
　

し
て
い
ま
す
か
？

5月1日（月）から
各事業の詳しい内容や
申し込み方法などのお問い合わせは、

建設課建築住宅係☎22-1326まで

各事業の申し込みを受け付けます



　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
あ
い
さ
つ
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
ち
ょ
う
だ
い

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
舞
台
の
上
で
あ

っ
た
り
、
お
膳
を
前
に
し
て
で
あ
っ
た

り
、
道
端
で
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
…
。
お
の

ず
と
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
と
の

距
離
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
中
で
、
私
の
視
線
の
先
に
「
大
丈
夫

か
し
ら
？
」と
心
配
し
て
い
る
よ
う
な
、

「
で
も
頑
張
っ
て
！
」
と
い
う
よ
う
な

温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
る
感
じ
を
受
け

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
聞

い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
の
中
に
幼
稚

園
時
代
や
小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
先

生
が
お
い
で
に
な
り
ま
す
。Ａ
先
生
、Ｙ

先
生
、Ｈ
先
生
な
ど
な
ど
。
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
し
た
の

で
、
い
ま
だ
に
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
。
で
も
本
当
に
あ
り
が
た
い

も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
素
敵
な
先
生

方
と
出
会
い
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
と
喜
び
を
持
ち
続
け
て
い
ま

す
。（「
出
来
の
悪
い
生
徒
ほ
ど
、
か
わ

い
い
」
っ
て
言
う
ん
で
し
た
っ
け
？
）

　
「
礼
」
と
は
、
敬
意
や
謝
意
を
表
し

て
社
会
の
秩
序
を
保
つ
た
め
の
生
活
規

範
で
、
形
よ
く
整
え
た
作
法
で
あ
り
、

教
養
の
筆
頭
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
旧

字
の
「
禮
」
は
、
た
か
つ
き
（
豆
）
に

形
よ
く
お
供
え
物（
曲
）を
盛
り
、示（
祭

壇
）
に
供
え
る
と
い
う
、
祭
礼
を
示
す

さ
ま
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
時
代

は
変
わ
っ
て
も
、
良
き
精
神
だ
け
は
持

ち
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま

た
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
漢
字
が
で
き

た
意
味
の
深
さ
に
感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、あ
る
開
会
式
の
祝
辞
の
と
き
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま

し
た
。
主
催
者
側
の
機
転
に
よ
り
、
そ

の
場
が
し
ら
け
る
こ
と
も
な
く
、
逆
に

参
加
者
全
員
に
笑
い
が
起
こ
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
開
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
人
影
の
最
後
尾
に

Ｙ
先
生
が
い
て
、
安
ど
し
た
よ
う
な
ほ

ほ
笑
み
を
投
げ
か
け
て
く
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
会
場
内
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
「
風
間

君
、
あ
っ
！
市
長
さ
ん
」
と
の
声
。Ａ

先
生
で
し
た
。
開
口
一
番
「
元
気
で
や

っ
て
い
る
の
？
体
は
大
丈
夫
？
」
い
つ

ま
で
も
教
え
子
の
心
配
を
し
て
く
れ
る

先
生
。
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
数
分

の
立
ち
話
の
中
で
、「
そ
う
そ
う
、
広

報
を
見
て
い
る
わ
よ
。
今
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
違
い
を
調
べ
て

い
る
か
ら
」
と
の
こ
と
、
私
は
「
し
ま

っ
た
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の

コ
ラ
ム
の
最
後
の
問
い
か
け
は
、
読
ん

で
い
た
だ
い
た
方
の
間
で
会
話
の
題
材

の
一
つ
に
な
れ
ば
と
思
い
載
せ
て
い
た

だ
け
に
、
先
生
に
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を

お
掛
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
（
反
省
）。

ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

い
つ
で
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
諸
先

生
方
に
感
謝
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
母
親
」

の
こ
と
を
「
マ
マ
」
と
呼
ぶ
理
由
を
皆

様
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

礼 

」
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ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！

　市庁舎で3月27日、スポーツや芸
術活動で優れた成績を収めた小中学
生を顕彰する、「吉見教育基金」の
顕彰状授与式が行われました。
  この基金は、平成9年3月に閉園し
た和洋裁学校「吉見学園」からの寄
付金を基に創設されたものです。
　9回目を迎えた今年は、スポーツ
部門からサッカーや新体操で活躍さ
れた個人3名と団体2団体、芸術部門
から絵画や作文などで活躍された個
人5名の皆さんが選出され、顕彰状
と記念品が授与されました。

　壽丸屋敷で3月19日、テレビや映
画などで悪役俳優として活躍中の山
本昌平さんが、地元の民話を語るイ
ベントを開催しました。

　これは、山本さんの義母が住む当
市の素晴らしさを再発見してもらお
うと企画したもので、この日はハー
モニカの演奏に続き、大鷹沢地区に
伝わる宮城野と信夫のあだ討ち物語
を生まれて初めて挑戦するという
「かたりべ」で披露。山本さんの素
晴らしい講談師ぶりに、参加した皆
さんは大きな拍手を送っていました。

　4月1日と2日の両日、春の川干し
に合わせて市内各地で清掃活動が行
われ、多くの皆さんに清掃活動に参
加いただきました。
　1日には、観光協会と商工会議所
の共催で清掃作業が行われました。
桜の見ごろを迎える前に沢端川をき
れいにしようと、約120名を超える
市民の皆さんが参加しました。

　また、NECトーキン㈱白石営業所
とNECインフロンィア東北の社員
と家族の皆さん約250名が参加し、
ホワイトキューブ周辺や、しらさぎ

橋から雁狩橋間の斎川などでクリー
ン作戦を実施しました。

　翌日2日には、市内一斉クリーン
作戦が約7,000人の参加で行われ、
多くの皆さんの手で美しくなりました。

　3月18日、益岡公園で平成17年度
の新成人の皆さんによる記念植樹が
行われました。

　これは、新成人の皆さんが人生の
大切な節目を迎え、ふるさとのため
に何かできることはないかと考え、
成人式当日に募った協力金で「カツ
ラ」と「ハナミズキ」の苗木を購入し、
植樹したものです。
　植樹を終えた新成人の皆さんは、
「今日来れなかった新成人の皆さん
も、ぜひ、自分たちの木を見に来て
ください」と話していました。

　すまi
い

るひろば脇の県道で4月7日、
白石地区交通安全協会などが中心と
なり、交通安全を呼び掛ける街頭
キャンペーンが行われました。
　「身を守る　昔甲冑　今ベルト作
戦」と名付けられたキャンペーンに
は、風間市長や交通安全協会の皆さ
んをはじめ、約100人が参加。
　恒例となった「甲冑工房片倉塾」
の皆さんの甲冑武者も参加して、ド
ライバーに地場産品の温

うー

麺
めん

を配布し
ながら、「安全運転をお願いします」
と声を掛けていました。

　新しい時代の地域づくりを目指し
た地域独自の優れた事業、運動、企
画を進めている全国の自治体を顕彰
する、毎日新聞社主催の「2005年度
毎日・地方自治大賞」の奨励賞を白
石市が受賞しました。

　3月13日、毎日新聞社仙台支局の
尾崎支局長が市役所を訪れ、風間市
長へ受賞の盾を伝達しました。
　5月と10月には、「田舎暮らし体験
ツアー」を開催し、さらに白石の魅
力を多くの皆さんにご紹介すること
になっています。

　4月8日に満100歳の誕生日を迎え
た髙橋きよさんが入所している市内
の特別養護老人ホーム「えんじゅ」
を風間市長が訪れ、祝詞と松竹梅敬
老祝金を贈り、長寿を家族の皆さん
と共に祝福しました。
　きよさんは市内亘理町のご出身
で、3人の娘さんをもうけられまし
た。現在も非常に元気で、毎日趣味
の折り紙づくりに励んでいます。「皆
さんのおかげで100歳まで長生きで
きました」と、家族や施設関係者の
方に感謝もひとしおのご様子でした。

小中学生の功績をたたえて

吉見教育基金顕彰状授与式を開催

楽しいまちづくりへのお手伝い

壽
す

丸
まる

屋敷で地元の民話を語りで熱演

みんなできれいなまちに!!

市内各地で清掃活動が行われました

大きくすくすくと育ってね !

新成人の皆さんが益岡公園に記念植樹
身を守る 昔甲冑 今ベルト作戦

春の交通安全運動キャンペーン
やまびこプランが評価

毎日・地方自治大賞奨励賞を受賞

とっても元気な100歳です

髙橋きよさんに松竹梅敬老祝金

▲川底のごみもきれいに!

▲来年もたくさんの渡り鳥が来ますように

▲開始式が行われた小原地区の清掃作業
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き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
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～自然を大切に、いつまでも自然を守りましょう～
●活動日／４月から11月の間に学習会や見学会を開催
●場　所／市内外の野山・中央公民館など

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル

野草に親しむ会
181

　鏡　友三　025-2970

　私たちのサークルの始まりは、公民館

主催の「野草に親しむ会」という講座です。

その後に自主サークルに変わり、活動を

続けて十数年を経過してきました。

　現在の会員数は45名で、３月の総会で

季節に応じた年間計画を立てて行事を行

っています。私たち仲間は自然を大切に、

珍しい植物があっても決して採らない、

多くの人たちに見てもらう、採ってもい

いものは根こそぎ採らないよう話し合っ

て会員の親ぼくを計り、「いつまでも自然

を守りましょう」を合い言葉に活動して

います。

　この趣旨に賛同される方の、お申し込

みをお待ちしています。

風
の
刻
む
奇く

す

し
き
樹
氷
お
の
づ
か
ら
松
が
命
を
つ
つ

み
を
り
た
り 

髙
橋
喜
代
子

横
町
も
露
路
も
歩
め
ば
せ
せ
ら
ぎ
の
春
を
奏
づ
る
白

石
の
町 

石
沢　

敏
子

昨
年
の
枯
葉
さ
が
し
て
萌
え
立
て
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
摘

む
風
寒
き
中 

斎
藤
タ
カ
子

雪
、
雪
の
長
き
冬
去
れ
ば
三
月
の
黄
砂
の
空
を
帰
る

群
あ
り 

後
藤
今
朝
雄

折
れ
枝
の
先
ま
で
白
き
莟
着
く
る
生
命
力
の
強
き
に

驚
く 

川
村　

静
恵

猫
の
マ
コ
・
亡
夫
と
過
ご
し
し
幸
せ
を
偲
ぶ
今
宵
は

二に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
の
ひ

月
二
十
二
日 
山
田　
　

濱

ふ
き
の
と
う
ひ
い
ふ
う
み
い
よ
い
つ
む
う
と
雪
解
け

待
つ
が
に
顔
を
の
ぞ
か
す 

鈴
木
久
美
子

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
握
手
す
る
そ
の
温
み
も
て
前

途
祝
わ
ん
と 

大
野　

一
生

な
づ
な
摘
む
老
婆
の
後
に
孫
立
ち
て
あ
く
び
大
き
く

春
を
吸
ひ
込
む 

後
藤　

淑
子

淡
雪
の
下
よ
り
出
づ
る
福
寿
草
春
の
訪
れ
告
ぐ
る
が

如
く 

阿
部　

英
雄

　
　

一
首
目
、
造
形
の
妙
が
そ
の
ま
ま
樹
々
の
命
を

支
え
る
驚
き
と
感
動
を
詠
う
。
蔵
王
山
頂
駅
か
ら
滑

ら
れ
た
折
の
作
品
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
首
目
、
い
か
に
も
そ
の
通
り
の
情
緒
。
古
い
水

路
図
な
ど
も
浮
か
ん
で
く
る
。

　

三
首
目
、
枯
葉
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い

芽
に
行
き
着
く
。春
先
の
素
敵
な
楽
し
み
で
あ
ろ
う
。

静
か
な
る
小
野
訓
導
碑
鳥
帰
る 

岩
松　

隆
志

父
親
に
育
て
ら
れ
し
子
卒
業
す 

日
下　
　

文

春
め
く
や
足
ど
り
軽
ろ
き
散
歩
道 

遠
藤　

忠
臣

人
力
車
巡
る
浅
草
柳
の
芽 

山
家　

弘
子

バ
タ
バ
タ
と
ヘ
リ
飛
ぶ
下
の
山
笑
ふ 

制
野　

リ
エ

昨よ

夜べ

の
雨
す
こ
し
も
の
芽
ふ
く
ら
み
て 

福
原　

峯
子

城
下
町
豊
か
に
流
れ
春
の
水 

近
藤
三
容
子

も
の
の
芽
や
空
に
も
光
る
力
あ
り 

髙
子
う
こ
ん

強
東
風
や
下
校
す
る
子
の
声
途
切
れ 

大
庭　

良
子

黄
砂
舞
う
遠
き
山
影
暮
れ
な
ず
む 

川
村　

静
恵

　
　

一
句
目
、
蔵
王
町
宮
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た

小
野
さ
つ
き
先
生
殉
職
の
地
の
白
石
川
で
、
白
鳥
や

鴨
が
北
へ
帰
っ
た
後
の
訓
導
碑
を
歌
う
俳
句
。「
鳥

帰
る
」
の
季
題
が
良
い
。

　

二
句
目
、
家
庭
の
事
情
か
ら
か
、
父
親
に
育
て
ら

れ
た
子
が
素
直
に
成
長
さ
れ
、そ
し
て
卒
業
さ
れ
た
。

　

三
句
目
、
日
差
し
も
風
も
何
と
な
く
春
め
く
日
、

足
ど
り
も
軽
く
少
々
遠
く
ま
で
散
歩
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

野
良
仕
事
時
々
し
て
る
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー 

大
庭　

良
子

春
一
番
庭
の
掃
除
を
し
て
く
れ
る 

佐
藤　

尚
志

ガ
セ
ネ
タ
で
新
語
大
賞
狙
っ
て
る 

水
戸　

光
穂

好
き
嫌
い
飢
え
を
知
ら
な
い
子
を
嘆
く 

草
野　
　

清

口
達
者
足
も
達
者
で
髪
砂
漠 

阿
部
み
さ
子

白
鳥
の
旅
立
ち
し
川
水
ぬ
る
む 

四
竃　

英
夫

機
内
食
メ
ニ
ュ
ー
の
器
ゴ
ミ
と
な
り 

髙
子
う
こ
ん

福
寿
草
日
差
し
吸
い
込
み
大
欠
伸 

阿
部
は
ぎ
の

合
格
は
輪
切
り
受
験
で
ほ
ぼ
安
泰 

高
橋　

要
一

金
メ
ダ
ル
支
え
た
母
の
歓
喜
の
眼 

佐
藤
キ
ワ
子

　
　

一
句
目
、
春
の
芽
吹
き
を
感
じ
な
が
ら
今
年
も

畑
仕
事
の
で
き
る
幸
。そ
し
て
時
々
手
を
休
め
て
は
、

世
界
の
人
々
を
魅
了
し
た
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
を
し
て
い

る
。
そ
し
て
見
え
る
青
空
は
格
別
、心
も
癒
さ
れ
る
。

　

二
句
目
、
待
ち
に
待
っ
た
春
一
番
。
今
年
の
春
一

番
は
特
に
強
か
っ
た
が
、
庭
の
掃
除
も
し
て
い
っ
て

く
れ
た
。春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。春
は
も
う
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。心
も
明
る
く
な
っ
て
い
く
。

　

三
句
目
、
パ
ソ
コ
ン
に
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
。

有
力
な
情
報
だ
と
信
用
し
て
大
見
え
を
張
っ
た
は
良

い
が
、
そ
れ
が
「
ガ
セ
ネ
タ
」
だ
っ
た
と
は
―
。

　

発
言
の
責
任
は
？
「
ガ
セ
ネ
タ
」
が
今
年
の
新
語

大
賞
に
入
る
か
も
。

評

評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板
開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

15頁掲載

27頁掲載

15頁掲載

15頁掲載

15頁掲載

16頁掲載

15頁掲載

15頁掲載

27頁掲載

お茶券400円碧水園碧水園茶会 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９5月21日（日） 10:00～15:00

大人200円
高校生以下
100円

武家屋敷
「旧小関家」

端午の節句展
※5/28　10:00～12:00
　ささ巻きづくりの実演・試食

博物館建設準備室
022－1343

5月19日（金）
～5月28日（日）

  9:00～
17:00

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザいきいきプラザ

フリーマーケット
いきいきプラザ
0２２－１６３５5月27日（土）   8:30～12:00

宿  泊10,000円
日帰り  3,000円
締め切り5月25日

七ヶ宿硯石～
刈田峠縦走
コース

南蔵王夏山開き
※宿泊者は3日七ヶ宿館泊
　（15:50白石駅集合）

商工観光課
022－13216月  4日（日）

参加無料
※材料持参・申込必要いきいきプラザ定期リサイクル教室

「牛乳パックで六角の菓子器を作ろう」
いきいきプラザ
0２２－１６３５5月20日（土） 10:00～11:30

無料すまｉる広場・
壽丸屋敷

すまiる広場1周年記念
「白石城下いきいきフェスティバル」

商工会議所
026－21915月21日（日） 10:00～15:00

参加無料
※材料持参・
申込必要

（定員20名）
いきいきプラザ

短期リサイクル教室（全5回）
「ネクタイ・端切れで季節の
  ミニタペストリーを作ろう」
※5月30日、6月13日・27日、7月11日開催

いきいきプラザ
0２２－１６３５5月16日（火）   9:30～11:30

入場無料

無料

ホワイトキューブ第48回全日本こけしコンクール
第13回白石市地場産品まつり

商工観光課
022－1321

5月  3日（祝）
～  5日（祝）

  9:00～
17:00

  9:00～
12:00

  9:00～
17:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３
商工観光課
022－1321

～5月22日（月） 弥治郎こけし村宍戸公幸コレクション展
ＰＡＲＴ3 入村無料

  9:00～
17:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

5月23日（火）
～7月10日（月） 弥治郎こけし村第48回全日本こけしコンクール

入賞作品展 入村無料

～5月  7日（月） 白石城本丸・
益岡公園白石城さくらまつり

商工観光課
022－13215月  3日（祝） 市内中心部白石市民春まつり

参加無料 子ども家庭課
022－13635月14日（日）

益岡公園西側
芝生広場

（雨天:中央公民館）
第30回こどもまつり

（５月１日～６月５日）〈　　＝花火打ち上げ〉

27頁掲載
　10:00

い

すずり  いし

い

　  9:00

　  6:00
　11:00

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

米　

澤　

礼　

子　

選

「世界が小さく感じる留学の体験」
　あれは大学三年生のとき、シドニーから横浜に来た最初の日
に、これからの一年間、この病院のような寮の三階の小さな部
屋に住むのかと思い、ベッドの中に潜り込み15分ぐらい泣きま
した。一日しかたっていないのに、もうシドニーが恋しい。横
浜には知っている人が誰もいない。帰りたい。
　その日の午後、すでにもう二年間、リサの部屋の真下に住ん
でいる、ブラジルからきた修士課程の留学生、アナと会いました。
「今晩小さなディナー・パーティを部屋でするからおいで」と言
われ、その夜、５人の留学生と飲んだり、食べたりしました。
アナの部屋を見ながら、心が温かくなりました。アナのほかに
新しくつくった友達はウズベキスタン、ガーナ、スウェーデン
とフランスからの学生でした。
　そのとき、初めてウズベキスタンという国があること、そし
てウズベキスタンの人気料理、「マンティ」はとても辛いと知り
ました。また、ブラジルの踊りを初めて教えてもらいながら、
ブラジルは世界の中で赤道と南回帰線の両方を通る唯一の国と
知りました。ガーナ人のイグニショスと会話をしたとき、彼が
教えてくれたことが印象に残っています。「ガーナは現在2,100万
の人口に大学が５校、テクニカルカレッジが18校と訓練学校が
21校。でも1957年の独立の時点では、たった1つの大学にわずか
な小学校、中学校や高校だけでした。」調べたら、この50年近く
の間にガーナは発展しました。ほかのアフリカの国に比べると
良い方です。でもまだまだ長い道のりがあります。オーストラ
リアは同じ2,100万の人口に大学だけでも総数は40校、人口1,200

万人の東京には大学が46校以上。このようなさまざまな人たち
と交流できて、私の視野は広がりました。
　留学は留学先の国だけではなく、本当に国際的なものです。
不安なことも確かにたくさんあります。でも留学の良い点は、
リサのように新しい友達と出会って、お互いに助け合い、お互
いの国のことを教え合えることです。それが「国際交流」だと
思います。その国を旅行するのも大切な思い出になります。オー
ストラリアは広く、美しく、そしてフレンドリーな国です。きれい
なビーチ、世界クラスのシティー、珍しい動物、自然がたくさん
あります。東京タワーの高さと同じぐらいのものすごく大きな
石がオーストラリアの砂漠の真ん中にあるのも面白いですね。
　年に１度、オーストラリアの領事館によって仙台で開催され
る「オーストラリア留学フェア」があります。オーストラリア
から小・中学校、高校、大学、大学院、専門学校、英語学校、
および州教育省代表が来日
して参加します。最新の留
学情報およびアドバイスを
各校代表者から直接得るこ
とができる個別説明・相談
会のほかに、オーストラリ
アの教育制度がよく分かる
セミナーを行ないます。入
場無料なので、興味のある
方はぜひお越しください。

「オーストラリア留学フェア2006」
●5月28日（日）13:00～17:30
　ホテルメトロポリタン仙台
　（４階千代の間）
　http://s-aus.jp
●ご質問？　リサも行くので聞
　いてね！　022-1333
　Ｅメールアドレス
　koryu@city.shiroishi.miyagi.jp



　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト

1011

「
原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て
」

　

〜
引
っ
越
し
時
の
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
〜

問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

　

市
で
は
、
集
落
営
農
の
組
織
化
を
促

進
さ
せ
る
活
動
、
地
域
の
立
地
条
件
を

活い

か
し
た
特
色
あ
る
農
林
業
の
実
施
や

地
産
地
消
な
ど
、
地
域
農
業
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
あ
る
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、「
地
域
農
業
い
き
い
き

推
進
事
業
補
助
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
農
林
課
農
政
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
団
体

　

農
家
組
合
、農
業
法
人（
3
戸
以
上
）、

農
林
業
関
係
任
意
組
合
・
団
体
（
3
戸

以
上
）、
森
林
組
合
で
、
地
域
農
林
業

の
活
性
化
に
貢
献
が
期
待
で
き
る
団
体

●
対
象
事
業

　

ほ
か
の
団
体
な
ど
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
な
い
団
体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業

①
産
地
拡
大
推
進
型
事
業

　

新
た
な
農
林
産
物
・
加
工
品
の
導
入
・

拡
大
、
地
産
地
消
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
を
実
施
し
、
産
地
拡
大
を

図
り
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す

る
事
業

②
集
落
環
境
保
全
型
事
業

　

農
村
環
境
、
生
活
環
境
な
ど
の
保
全

に
つ
な
が
る
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
、

有
機
農
産
物
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
へ

の
取
り
組
み
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に

必
要
な
事
業

③
集
落
営
農
促
進
型
事
業

　

集
落
営
農
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
団
地
化
、
品
質
向
上
、
省
力
化
な

ど
の
事
業

●
補
助
内
容

①
補
助
率

　

ソ
フ
ト
事
業
の
場
合
は
、
補
助
対
象

経
費
の
2
分
の
1
以
内
、
ハ
ー
ド
事
業

の
場
合
は
3
分
の
1
以
内

②
補
助
限
度
額

　

一
団
体
に
つ
き
50
万
円

③
補
助
期
間　

3
年
以
内

●
申
請
期
限　

6
月
30
日（
金
）

問
農
林
課
農
政
係

　

0
2
2
―
1
2
5
3

■
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ
れ
る
方
は
？

　

平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で
、
軽
自

動
車
（
軽
四
輪
車
、
原
付
き
バ
イ
ク
、

軽
二
輪
車
、
二
輪
小
型
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
）
を
登
録
し
て
い
る

方
に
一
年
分
の
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
納
税
通
知
書

は
5
月
8
日
に
発
送
予
定
で
す
。
納
期

限
は
5
月
31
日
で
す
。

※
4
月
2
日
以
降
に「
廃
車
」や「
名
義

変
更
」
の
手
続
き
を
し
て
も
、
月
割

り
で
の
課
税
・
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
減
免
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
た
、い
つ
ま
で
申
請
で
き
ま
す
か
？

　

身
体
障
害
者
な
ど
の
方
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
で
、も
っ
ぱ
ら
通
院（
通
所
）・

仕
事
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
に
つ
い

て
は
、申
請
す
る
こ
と
で
障
害
の
種
類
・

等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
普
通
自
動
車
税
（
県
税
）
の

減
免
を
受
け
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
総
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

5
月
24
日（
水
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
、
障
害
者
手
帳
、
運
転

免
許
証
、
車
検
証
、
印
鑑

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
総
務
係

　

0
2
2
―
1
3
1
3

　

平
成
18
年
4
月
よ
り
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
児
童
が
小
学
校
6
年
生
（
12

歳
到
達
後
、
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
拡

大
さ
れ
、
所
得
制
限
の
限
度
額
も
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
所
得
オ
ー

バ
ー
の
た
め
児
童
手
当
を
却
下
と
な
っ

て
い
た
方
も
、
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
新
規
の
認
定
請
求
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
（
平
成
17
年
度
所
得

で
却
下
と
な
っ
た
方
は
9
月
30
日
ま
で

に
新
規
の
認
定
請
求
を
し
て
該
当
と

な
っ
た
場
合
、
特
例
的
に
4
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
）。

　

な
お
、
所
得
範
囲
内
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
給
開

始
月
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、
至

急
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
2
2
―
1
3
6
3

　

3
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

白
石
斎
苑
の
火
葬
執
行
時
間
に
つ
い
て
、

午
後
は
従
来
ど
お
り
左
記
の
時
間
で
執

行
し
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
午
後
の
執
行
時
間

13
時
30
分
・
14
時
30
分
・

15
時
30
分　

問
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
業
務
課

　

0
0
2
2
4
―
5
2
―
2
8
7
0

　

4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
は
、

春
季
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
体
力
や
視
力
、
判
断

力
は
低
下
し
ま
す
の
で
、
慣
れ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
た
考
え
を
持
た
ず
、
機
械

の
操
作
な
ど
は
慎
重
に
行
い
、
事
故
の

な
い
よ
う
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
の
前
に
、
次
の
事
項
を
も
う
一

度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
き
ち
ん
と
し
た
服
装
を
し
て
い
ま
す
か
？

②
作
業
前
の
機
械
の
点
検
は
十
分
で
す
か
？

③
休
憩
を
入
れ
た
作
業
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
か
？

④
路
肩
の
崩
れ
な
ど
危
険
箇
所
の

チ
ェ
ッ
ク
は
十
分
で
す
か
？

⑤「
慣
れ
た
作
業
」と
思
っ
て
も
、
も
う

一
度
気
を
引
き
締
め
て
！

※
休
憩
を
入
れ
て
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た

作
業
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
主
催　

農
作
業
安
全
運
動
推
進
宮
城

県
本
部

問
農
林
課
農
政
係

　

0
2
2
―
1
2
5
3

■
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

学
生
期
間
中
、
毎
年
必
要
で
す

　

学
生
の
た
め
収
入
が
な
く
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

｢

学
生
納
付
特
例
制
度｣

の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
認
め
印
）

・
年
金
手
帳

・
学
生
証
ま
た
は
新
学
年
の
在
学
証
明
書

※
各
種
学
校
・
専
門
学
校
（
一
年
以
上

の
課
程
） 

の
学
生
の
方
や
収
入
の
多

い
学
生
の
方
、
ま
た
、
働
い
て
い
る

途
中
か
ら
学
生
に
な
る
場
合
な
ど
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

1
カ
月
１
３
、８
６
０
円
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
ま
た
、

郵
便
局
や
銀
行
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
、デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ（
ヤ

マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
）
な
ど

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
0
2
2
4
―
5
1
―
3
1
1
1

　

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

　

0
2
2
―
1
3
1
2

　

市
で
は
、
昭
和
53
年
6
月
12
日
に
発

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
し
、

そ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
例
年

6
月
12
日
の
県
民
防
災
の
日
に
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
宮
城
県
と
共
催
で
土
砂
災
害
に

対
す
る
全
国
統
一
防
災
訓
練
を
10
月
に

実
施
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

併
せ
て
防
災
訓
練
の
実
施
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
訓
練
は
、
各
地
区
（
自
主
防

災
組
織
）
で
の
活
動
計
画
を
重
視
し
、

市
内
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
や
避
難
訓

練
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
訓
練
の

日
程
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
ら
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
れ
る
よ
う
訓
練
へ

の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

0
2
2
―
1
3
1
4

　

小
・
中
学
校
や
特
殊
学
級
の
教
科
書

見
本
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。
閲
覧

自
由
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
展
示
会
場　

図
書
館
2
階
閲
覧
室

※
角
田
市
・
柴
田
町
で
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
展
示
期
間
、
展
示
場
所
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課　

0
2
2
―
1
3
4
2

　

新
年
度
に
な
る
と
引
っ
越
し
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
多
い

の
が
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　

本
来
、
支
払
う
必
要
の
な
い
修
繕

費
用
を
敷
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た

り
、
不
足
分
を
請
求
さ
れ
た
り
し
ま

す
。
賃
貸
住
宅
の
退
去
時
の
注
意
点

を
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
借

り
る
側
だ
け
で
な
く
貸
す
側
も
「
原

状
回
復
」
の
意
味
を
把
握
し
て
お
く

と
、
敷
金
の
返
還
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
避
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

国
土
交
通
省
が
2
0
0
4
年
に
改

訂
し
た
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
建

物
な
ど
の
自
然
劣
化
や
、
普
通
に

使
っ
て
生
じ
た
損
耗
は
家
主
側
（
不

動
産
屋
・
仲
介
人
）
の
負
担
と
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
の
後

の
壁
面
に
発
生
し
た
黒
ず
み
や
、
日

照
に
よ
る
ク
ロ
ス
や
畳
の
変
色
は
入

居
者
が
修
繕
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
誤
っ
て
室
内
を
破
損

し
た
り
、
汚
し
た
り
し
た
場
合
は
、

修
繕
費
は
入
居
者
の
負
担
に
な
り
ま

す
。「
原
状
回
復
義
務
」
と
は
、
入

居
者
の
過
失
な
ど
で
生
じ
た
汚
れ
や

破
損
を
元
に
戻
す
義
務
の
こ
と
で

す
。
住
宅
を
入
居
時
の
状
態
に
戻
す

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮

に
ク
ロ
ス
の
一
部
を
汚
し
て
も
、
室

内
全
部
の
張
り
替
え
費
用
を
支
払
う

必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
家
主
側
と

費
用
の
割
合
を
相
談
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

契
約
書
の
「
特
約
」
の
欄
に
、
通

常
の
損
耗
の
修
繕
料
を
入
居
者
が
負

担
す
る
よ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

負
担
義
務
は
な
い
と
い
う
判
例
が
あ

り
ま
す
。

　

退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に

は
、
入
居
時
に
家
主
側
と
一
緒
に
室

内
の
傷
や
汚
れ
を
確
認
し
、
書
面
に

書
き
入
れ
て
も
ら
う
と
良
い
で
し
ょ

う
。
入
居
時
に
は
契
約
書
の
特
約
な

ど
を
よ
く
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
後
で
高
額
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
部
屋
を
掃
除
し
て
か
ら
退
去
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
敷
金
無
料
」
と
業
者
が
宣
伝
し

て
い
る
物
件
で
も
入
居
者
に
原
状
回

復
義
務
は
あ
り
ま
す
。
敷
金
は
あ
く

ま
で
も
「
家
賃
滞
納
時
の
保
証
金
」

で
す
。
契
約
す
る
前
に
、
条
件
な
ど

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
も
と

で
、
地
番
・
地
目
・
境
界
や
面
積
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
昭
和
55

年
度
か
ら
調
査
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に

次
の
区
域
で
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

・
白
川
、
大
鷹
沢
、
小
原
（
全
地
区
）

・
大
平
、斎
川
、越
河
、福
岡（
一
部
区
域
）

　

今
年
度
も
6
月
中
旬
〜
11
月
ご
ろ
ま

で
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
土
地
所
有

者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
度
の
調
査
区
域　

越
河
平
字
打
越

内
な
ど
16
区
域
・
越
河
五
賀
字
打
越
、向

田
、越
河
字
愛
宕
下
な
ど
19
区
域

▲平成18年度地籍調査実施区域

丸
森
町

福島県
伊達市

国　
道　

４　
号

東

北

自

動

車
道

地
域
農
業
い
き
い
き
推
進
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

事
故
の
芽
を
摘
む
工
夫
を
し
よ
う
！

〜
作
業
前
に
、機
械
の
点
検
・
体
調
確
認
を
も
う
一
度
〜

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

〜
所
得
限
度
額
以
上
に
よ
り
認
定
却
下
と

な
っ
て
い
た
方
へ
〜

白
石
斎
苑
火
葬
執
行
時
間
の
訂
正

20
歳
に
な
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
へ

〜
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
〜

平
成
18
年
度
防
災
訓
練
は
土
砂
災
害
訓
練
と

し
て
10
月
に
実
施
し
ま
す

教
科
書
常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

平
成　

年
度
の
地
籍
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

問
地
籍
調
査
室　

0
２
２
―
１
２
５
７

18



̶̶̶ 思いやりのある良質で信頼される医療を目指して ̶̶̶
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地区名

ごみ区分

5月のごみ収集日程は、下記のとおりとなっておりますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆5月のごみ収集日予定表（日付は5月の収集日です）
越　河
斎　川
大　平

火 月 金 木 金 月 水

火・金

2・5・9・
12・16・
19・23・
26・30 

2・9・16・
23・30

1・8・15・
22・29

1・8・15・
22・29

12・19・
26

11・18・
25

12・19・
26

10・17・
24・31

1・8・11・15・18・22・25・
29

1・3・8・10・11・
15・17・18・22・
24・25・29・31

2・5・9・10・
12・16・17・
19・23・24・
26・30・31

月・木 月・水・木 火・水・金

2日（火）

16日（火）

23日（火）

17日（水）

24日（水）

5日（金）

12日（金）

19日（金）

19日（金）

26日（金）

5日（金）

12日（金）

19日（金）

19日（金）

26日（金）

1日（月）

15日（月）

22日（月）

ペットボトル
（第１曜日）
び  ん  類
（第2・第5曜日）

紙　　類

もやせるごみ

缶
（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

1日（月）

15日（月）

22日（月）

5月のごみ収集日について（お知らせ）

生活環境課　022－1314

11日（木）

18日（木）

18日（木）

25日（木）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前8時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出し
はしないでください）。

○びんは、色により3種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。
◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
　次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
　★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
　★ガスライターは、ガスを使い切ること。
◎祝日に伴う収集日の変更について
　小原・福岡地区の資源ごみ（ペットボトル）は1日（月）に、市街東北本線西側の資源ごみ（ペットボトル）は2日（火）
に収集日が変更になります。お間違えのないようお願いします。

◎不燃ごみ収集に伴う火災事故などの発生について
　平成17年度において不燃ごみの収集に係わる車輌火災（4件）、異臭事故（1件）が発生しています。
　車輌火災については、昨年度の発生状況から見ると、気温が上がる5月ごろか
ら発生頻度が多くなっています。スプレー缶（塗料や殺虫剤）などを出される
際には、中身を完全に使い切り、穴を開けて出してください。周辺地域を巻き
込んだ惨事を防ぎ、収集作業に従事される方の安全を確保するため、再度ご確
認の上、ごみ出しをお願いします。
　また、リサイクルセンター内で不燃ごみを荷下ろし中に、刺激性のある異臭
発生事故が起きています。幸いにも負傷者が出なかったものの、他市町村の収
集運搬業務にも大きく影響し迷惑を掛けることになります。農薬や劇物などは
不燃ごみとして出さないで、販売店などにご相談ください。

  9日（火）
30日（火）
16日（火）
30日（火）

  8日（月）
29日（月）
15日（月）
29日（月）

  8日（月）
29日（月）
15日（月）
29日（月）

10日（水）
31日（水）
17日（水）
31日（水）

  1日（月）
に変更です

  2日（火）
に変更です

〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。
　　　　　 猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

●日時　5月11日（木）、25日（木）  11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
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たいと思っています。
　今春からは3人目の小児科医として、またプライマリ・
ケア医として刈田綜合病院に勤務することとなりまし
た。この地域の小児科医療の充実を目指していこうと思
います。「こんなことくらいで…」と思わずに、ひとり
で悩まず気軽に受診していただけたらと思っています。
夜間はとかく心配になるも
の、早めの受診をお勧めし
ます。

※プライマリ・ケア
患者様一人一人の個別性
を尊重しながら、一貫し
て責任を持って診療を行
うこと。

　今月から当院で働くスタッフを通して刈田病院の今を
ご紹介していきます。第1回目は小児科の飯島先生です。

　4月から診察を始めました。小児科の飯島です。
　医者になろうと思ったのは、二十歳も過ぎたころでし
た。海外医療に携わりたいと思ったからです。世の中が

平等などとは思いませ
んが、「独り立ち（一
人立ち）できる前にな
くなるいのちが悲しく
て、そういった子ども
たちの手助けができた
ら」と思い、医師を志
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を22ページに掲載しています。

図 書 館ひ◆ろ◆ば
毎朝５分の脳元気ゲーム　全５巻
学研 出版　　田島　信元 監修・著

今月の書棚

10 材木岩公園内　「検断屋敷」など
問そば処小原なごみ茶屋
　029-27604 働く若者をバックアップ

ALTA shiroishi
（勤労青少年ホーム）

5月の休館日　3～7･14･21･28日
開館時間　13:00 ～ 21:00
0・425-3720

5 弥治郎こけし村

１．手で作る本 山崎　曜　著
２．第１感 マルコム・グラッドウェル　著
３．至福のにごり湯　東日本編
  ＪＡＦ出版社　出版
４．町会長・自治会長のスピーチと役割
  前之園　明良　著
５．いまどき中学生白書 魚住　絹代　著
６．海軍肉じゃが物語 高森　直史　著
７．トコトンやさしい摩擦の本
  角田　和雄　著
８．超分子と高分子 齋藤　勝裕　著
９．はじめての漢方 若草漢方薬局　監修
10．瞑想 
 クリスティーナ・ローデンベック　著
11．手押しポンプ探訪録 大島　忠剛　著
12．みんな大好き！揚げパンは人気者
  栗原　みな子　著
13．芝生＆グラウンドカバー
  主婦の友社　編
14．すぐわかるギリシア・ローマ神話の
 絵画 千足　伸行　監修
15．不思議サーカス マーク・ライデン　著
16．ＣＯＬＯＲＳ 山下　茂樹 写真
17．あなたにあった手工芸はどれ？いま注
目の50選 ギャップ・ジャパン　出版

18．野球事始仙台物語 高野　眞五人　著
19．車中泊入門 武内　隆　監修
20．大吸血時代
  デイヴィッド・ソゾノウスキ　著
21．世界のお金事典 平井　美帆　文
22．にゃんにゃん探偵団 杉山　亮　作
23．ナガサキのおばあちゃん
  高橋　克雄　作
24．黒猫が海賊船に乗るまでの話
  古市　卓也　作
25．トトの勇気 アンナ・ガヴァルダ　作
26．こぶたのブルトン 市居　みか　絵
27．ぼうし トミー・ウンゲラー　作
28．みんながいこつ たなか　やすお　絵
29．チーター大セール 高畠　那生　作
30．おじいちゃんのごくらくごくらく
  長谷川　義史　絵

■新着図書案内30選■
（1～20…一般書、21～30…児童書）

１．コミュニケーション力アップゲーム
２．表現力アップゲーム
３．思考力アップゲーム　ほか

11 図書館
5月の休館日　1・3・4・5・8・15・22・29日
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00

　明治時代の片倉家と家臣団に思い
をはせ、白石の歴史に触れてみませ
んか?「幌

ほろ

別
べつ

郡支配の太政官辞令」、
「開拓費用として白石城廃棄処分許
可の辞令」など、図書館所蔵の貴重
な資料を展示します。
●開催期間・時間　5月25日（木）～
28日（日）　9:00～16:00

（25日（木）は18:45まで）
●場所　図書館2階文化室
※白石古文書の会会員や白石市学芸
員が資料の質問に応じます。

　ほかの図書館から取り寄せた資料
も、コピーできるようになりました。
ただし、所蔵館の条件により、コピー
できない場合もあります。また、お
客様の持ち込みの資料はコピーでき
ません。

　郷土資料室に宮城県内の資料を集
め、貸し出しています。地元の貴重
な資料をお持ちの方、自分で本を出
版された方は、寄贈くださいますよ
う、ご協力をお願いします。

「おはなしひろば」については、子育て情報（22ページ）に掲載しています。

見学無料　○開館時間　9:00～16:30

●営業時間　9:00～16:00
●主な品ぞろえ　お菓子類、おみやげ
類、材木岩名物ソフトクリ－ム、山菜

●料金　レンタルつりセット100円、
釣りえさ300円、魚釣り代（ニジマ

■「材木岩売店」

026-3004　426-3505

ス1kg（6・7匹見当）あたり1,700円
●営業時間　10:00～16:00

●営業時間　11:00～15:00
　　　　　　（毎週水曜日定休）
※「小原いきいき直売所」については、
17ページの「しろいし・フレッシュマー
ケットだより」に掲載しています。

6 土･日･祝も開館しています！

ふれあいプラザ

　毎回大人気の教室です。今回は「初
夏を想

おも

って」をテーマに、今年の流
行色「ターコイズブルー」などで季
節を彩るアレンジメントをご紹介!
【第1回】
●日時　5月17日（水）19:00～
●内容　「造花のアレンジメント」
●参加費　2,000円
【第2回】
●日時　5月24日（水）19:00～
●内容　「プリザーブドュ・フラワ
ー（壁掛け）」
●参加費　2,500円
※ご希望の回をお選びください。両
方受講することもできます。

■短期講座 ｢フラワーアレンジメント ｣
　受講生募集 !

●講師　花教室「はなひと」
　　　　ちば　ゆきこ　さん
●募集人数　各15名（先着順）
●準備物　花ばさみ、ワイヤーペン
チ、エプロン
●申し込み方法　来館または電話、
Eメールでお申し込みください。
●電話受付時間　13:00～21:00

（休館日を除く）
●Eメール　kinro@city.shiroishi.miyagi.jp

8 いきいきプラザ

▲イメージ写真

ふれあいプラザ事務室
022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
022-6035　422-6037
ファミリー・サポート・センター　0・425-5488
開館時間　８:30～17:15
（土・日・祝は10:00～16:00）

　DV（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか?一
人で抱え込まずに、一緒に解決方法
を探りましょう。電話での相談もで
きます。また、自分の心や生き方、
人間関係を見つめたい方へのカウン
セリングも行っています。お気軽に
ご利用ください。
相談は無料、秘密は守ります
　専門の相談員による相談は月・水・
金の9:00～16:30です（緊急時はこ
の限りではありません）。
●場所　字本町27
　（ふれあいプラザ）022-6035

■男女共同参画相談支援センター

5月の休館日　1・8・15・22・29日
022-1635　422-1636

「牛乳パックの六角菓子器」
●日時　5月20日（土）10:00～11:30

　ネクタイ、端切れを利用し、ロマ
ンチックなシャドウキルトの手法を
用いて、季節のミニタペストリーを
作りませんか。
●日時【全5回】5月16日・30日、
6月13日・27日、7月11日

（いずれも火曜日）9:30～11:30
●持参する物　ネクタイ、端切れ、
裁縫セット、刺しゅう糸
※定員になり次第締め切ります。

●日時　5月6・13・20・27日
（いずれも土曜日）8:30～12:00

●日時　5月27日（土）8:30～12:00

■定期リサイクル教室（定員10名）

■フリーマーケット（毎月第4土曜日）

入村無料
5月の休村日　10・17・24・31日
開村時間　9:00～17:00　026-3993
　5月3日～5日までホワイトキュー
ブにおいて「第48回全日本こけし
コンクール」が開催されます。
　コンクールの帰りに、こけし村へ
寄ってみませんか?皆さん、ぜひこ
けし村へお越しください。

●開催期間　5月22日（月）まで

●開催期間　5月23日（火）～7月10日（月）

　自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか?
●絵付け料　600円（木地代含む）

7 あしたば白石
（働く婦人の家）

5月の休館日　3・4・5・8・14・22・28日
0・425-5095

●日時　5月23日（火）10:00～11:30
●会場　ふれあいプラザ（本町）
●材料代　800円（鉢代など）
●定員　15名（先着順）
●申込開始日　5月1日（月）

～あなただけのオリジナル小鉢とお
皿を作ってみませんか。本格的な登
り窯

がま

も使用します!～
●日時　5月30日（火）・31日（水）、
6月27日（火）10:00～12:00
6月28日（水）9:00～15:00
●会場　あしたば白石（働く婦人の家）
※6月28日（水）のみ角田市へ移動講座
●受講資格　初めて陶芸を行う方
※昨年まで受講された方はご遠慮く
ださい。
●材料代　4,500円（2作品）
●定員　15人（先着順）
●申込開始日　5月1日（月）

9 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

問博物館建設準備室（中央公民館内）
　022-1343

　
●開催期間・時間
　5月19日（金）～5月28日（日）
　9:00～17:00
●共催　白石市文化体育振興財団

●内容　
　宮城昭守氏の刀剣の展示など
※ささ巻き作りと甲冑の試着体験
●日時　5月28日（日）10:00～12:00
●協力　ヘルスメイト白石

平成18年度移動図書館車「こまくさ号」学校巡回日程
　今年度から、学校での巡回の際も、地区住民の方の利用ができるようにな
りました。4、8月を除く月1回巡回しますので、こまくさ号を見かけたら、ぜ
ひご利用ください。
　利用者カードを持っていない方は身分証明書（運転免許証か保険証）があ
れば、その場で交付します（ただし、再発行は図書館でお願いします）。
　なお、学校へ本を預けておくことはできませんので、ご了承ください。

※学校側の都合により、7月は深谷小学校へは巡回しません。
※白川小学校の12月5日の巡回は、15:10～16:10となります。

●都合により日程などが変更になる場合がありますので、毎月の図書館だよ
りと併せてご覧ください。

■宍戸公幸コレクション展　PART3

■端午の節句展

■プランターガーデニング講座
　受講生募集 !

■短期リサイクル教室（定員20名）

■青っ葉市（毎週土曜定期市）

■土・日・祝日営業「つり堀」

■「そば処小原なごみ茶屋」

■「陶芸入門」講座受講生募集!

■全日本こけしコンクール入賞作品展

■こけしの絵付けを体験ください !

片倉家の北海道開拓資料等展示会 他館の資料もコピーできます

地元の資料を集めています

場　所 時　間
巡　　　　　回　　　　　日

5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 2月 1月 2月 3月
越河小学校 14:20～15:30 26日 23日 12日 － 13日 27日 15日 13日 12日 14日 23日
南 中 学 校 15:00～16:00 24日 14日 13日 － 14日 18日 8日 14日 24日 15日 1日
斎川小学校 14:30～15:30 18日 9日 19日 － 15日 19日 17日 15日 26日 16日 16日
大平小学校 14:20～15:30 9日 13日 18日 － 5日 24日 14日 12日 23日 13日 13日
大鷹沢小学校 14:30～15:30 16日 20日 11日 － 19日 25日 21日 19日 30日 20日 15日
白川小学校 14:30～15:30 12日 16日 14日 － 8日 13日 10日 5日 19日 9日 9日
白川中学校 15:00～16:00 10日 1日 4日 － 7日 12日 2日 7日 18日 8日 14日
福岡小学校八宮分校 10:15～10:45 25日 21日 19日 － 20日 25日 15日 13日 24日 21日 14日
福岡小学校不忘分校 10:15～10:45 26日 7日 5日 － 6日 11日 1日 6日 17日 7日 7日
深谷小学校 15:00～16:00 11日 21日 － 30日 － 20日 1日 6日 17日 7日 7日
深谷小学校三住分校 10:15～10:45 10日 14日 12日 － 13日 17日 8日 15日 31日 14日 13日
小原小学校 10:00～11:00 23日 6日 4日 － 5日 18日 7日 5日 16日 6日 6日



２．青っ葉市直売所
①ポーチパーク
　○販売期間：1月第3週～12月第4週までの毎週水・土曜日
　○時　　間：9:00～13:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　○販売期間：２月第２週～12月第３週までの毎週水曜日
　○時　　間：8:30～12:00
③いきいきプラザ
　○販売期間：５月第２週～12月第３週までの毎週土曜日
　○時　　間：8:30～12:00
④松田麺業（今年は休業します）

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜・果物、タケノコ、ささ巻き、
漬物など

●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

4．小原いきいき直売所
●販売期間：４月～11月まで (第１･第３火曜日は定休）
●時　　間：10:00～15:00
●場　　所：小原材木岩公園内
●今月の品ぞろえ：花ワサビ、山菜、りんご、
　　　　　　　　　木炭、手芸品、しそ巻き、
　　　　　　　　　豆みそ、山野草など
●問い合わせ：小原いきいき直売所　029-2760

1．道ばた市
●販売期間：通年（毎週水曜日は定休日）
●時　　間：9:00～17:00
●場　　所：深谷小学校三住分校南側
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜
●問い合わせ：道ばた市　024-8310

3．百姓市場
●販売期間：年間を通して　火・日曜日
●時　　間：10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野

菜、漬物
●問い合わせ：佐久間義昭　025-6836

５．馬牛沼産直センター
●販売期間：当分の間は　火・木・土・日曜日
●時　　間：10:00～17:00
●場　　所：国道4号沿い馬牛沼付近
●今月の品ぞろえ：キャベツ、ニラ、ワラビ、ミツバ、クレソン、

タケノコなど
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

　第１号のコミュニティ推進協議会として、昭和54年
11月に発足しました。鷹巣地区コミュニティセンター
を拠点に、寿山、緑が丘の住民がイモ煮会などを行っ
て交流を深めています。地域住民を対象に、白石消防
署の指導を受けて、消火器の使用方法の訓練、一般住
宅における火災報知器の設置の勉強会を実施しました。
また、地域住民がコミュニティセンター周辺の清掃や、
ツツジ公園内の雑木の伐採など、美観向上を図ってい
ます。
　コミュニティセンターは、講座室、調理室、軽スポ
ーツ室があり、午前８時から午後９時まで４時間ごと
に300円で利用することができます。テニスコートも管
理し、１時間100円で使用できます。テニスコートや軽
スポーツ室は小中学生の利用が多く、東中学校の剣道
部も活用しており、地域に根ざす施設として利用され
ています。どなたでも同料金で利用できますので、ど
うぞご活用ください。

●申込先　吉田商店　025-0286

生涯学習課
022-1327

問

住民の自主的な活動で「まちづくり」を促進

『鷹巣地区コミュニティ推進協議会』
地域コミュニティ育成支援事業

「やる気応援事業」補助金交付団体募集
～共汗、共学、共生によるまちづくりを目指して～

　まちづくり団体を支援するため、平成18年度「地
域コミュニティ育成支援事業（愛称：やる気応援事
業）補助金」交付団体を募集します。昨年度に採択
した団体も申請できますので、皆様のやる気をお待
ちしています。
●対象となる団体【次のすべての項目に該当する団体】
①営利を目的としない団体
②恒常的にコミュニティ活動に貢献できる団体
③おおむね３年以内に組織された団体
④おおむね５人以上で組織された小規模な団体
⑤上部組織の傘下にない団体
●対象となる事業【ほかから補助金を受けていない
ことが条件で、次のいずれかに該当する事業】
①地域資源を活用した地域活性化に資する事業
②地域コミュニティの醸成が図られる事業

（例）講演会などの開催、みこし・太鼓などの備品
購入、地域植栽の苗・肥料購入など

●補助内容
①補 助 率　補助対象経費の1/2以内
②限 度 額　１団体につき10万円
③補助期間　３年以内
●申請期限　６月30日（金）

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。

■市内施設のなるほどイベント情報
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■パソコン講習会・アテネ塾

1 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 5月の休館日　1・2・8・9・15・16・22・23・29・30日
022-1500　422-1502

●申し込み締め切り
5月分：5月5日　6月分：6月7日
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わせ
ください。

各締め切り日までにお申し込みくだ
さい。郵送（FAX）の場合には①
住所②氏名③年代④連絡先の電話番
号⑤利用者カード番号⑥希望コース
名と希望月日を明記してください。
受講料、テキスト代は当日1階事務
室にお持ちください。
申込書のあて先　
〒989-0257　白石市字亘理町37-3
　　　　　　白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書にて講習
日をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

●会場　アテネ3階会議室（研修室）
●受講資格　白石市民または市内に
通勤、通学している方で図書館共用
利用者カードをお持ちの方
●申し込み方法　ハガキ（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙で、

　本市初の薪能を、市のシンボル白
石城をバックに開催します。幽玄の
世界をお楽しみください。チケット
好評発売中!!
●日時　6月18日（日）15:00開場
●内容
【第1部】16:00～子供能楽教室受講
者発表など
【第2部】16:30～薪能
・素

す

謡
うたい

「神
かみ

歌
うた

」　　　　鈴木佐太郎
・みどころ解説　観世喜

よし

正
まさ

・観
かん

世
ぜ

流能「羽
は

衣
ごろも

」　　小島　英明
・和泉流狂言「棒

ぼう

縛
しばり

」　野村　萬
まん

斎
さい

・観世流能「安
あだちがはら

達原」　観世　喜
よし

之
ゆき

●入場料　S席（指定）8,000円、
A席（指定）7,000円、自由席5,000円、
学生券2,000円
●チケット取り扱い　碧水園、生涯
学習課（市庁舎2階）、中央公民館、
婦人の家、ホワイトキューブ

　お作法を楽しみながら覚えられま
す。たくさんの参加をお待ちしてい
ます。
●日時　6月～平成19年1月
月2回、土曜日10:30～12:00
※6月は、10日と24日となります。
●場所　碧水園茶室
●対象　小・中学生
●参加費　1回200円（お茶・菓子代）

　新緑の庭園を眺めながら、一服い
かがですか。
●日時　5月21日（日）10:00～15:00
●お茶券　400円

●日時　5月28日（日）10:00～15:00
●会場　碧水園茶室
　　　　薄茶席（茶券代250円）
問同校茶道部顧問若松　025-2181

　3月19日、碧水園で伝統芸能鑑賞
会」が開催され、講座に通う皆さん
による雅やかな芸能に加えて、景綱
囃子や小原音頭が披露されたほか、
笙演奏家・YUUさんによる演奏も
行われ、訪れたたくさんの人たちを
楽しませました。

華麗な演奏や舞踊に大興奮 !

2 古典芸能伝承の館「碧水園」 5月の休館日　1･8･15･22･29日
0・425-7949

3 白石城 024-3030　424-3033
開館時間　9:00～17:00

伝えよう郷土の伝統芸能鑑賞会

■皐
さつき

月の碧水園茶会【方円流煎茶席】 ■碧水園開館15周年記念
　「白石城薪

たきぎ

能
のう

」

■白石女子高等学校茶道部
　第21回校外茶会 ■ ｢白石茶道子ども教室｣参加者募集

　白石城および益岡公園では、四季
を通じていろいろな花を楽しむこと
ができます。5月はシバザクラやア
メリカハナミズキなどが見ごろとな
りますので、ぜひご覧ください。

入場無料
　江戸時代から伝わる日本サクラソ
ウを展示しています。ぜひ、ご覧く
ださい。

●期間　5月7日（日）まで
●場所　歴史探訪ミュージアム
　　　　ロビー（2階）

■今月の花暦

■日本サクラソウ展

※基礎コースのテキストでインターネット・電子メールコースも受講できます。

パソコン講習会・アテネ塾　5月・6月分日程表
コース名
基礎コース
（3時間）
インターネット・電子メール
（３時間）
Word2003コース
（6時間）
Excel2003コース
（6時間）

内　　容

パソコン操作の基礎

インターネット・
電子メールの利用の仕方
ワープロの基本操作
※基礎コース終了程度の方
表計算の基本操作
※基礎コース終了程度の方

定員

10名

10名

10名

10名

無料

無料

1,000円

1,000円

2,000円 1,000円

2,000円 1,000円

受講料テキスト代

  9:30～12:30

13:30～16:30

  9:30～16:30

  9:30～16:30

時　間 6月

17（土）

17（土）

23（金）

24（土）

5月

20（土）

20（土）

27（土）

26（金）
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輝いています。今のあなた

～入選作品は2007年カレンダーに!～
　男女共同参画の推進を目的に、互
いが対等なパートナーとして生活で
きる社会づくりに向けた「川柳」を
募集します。どうぞ奮ってご応募く
ださい。
●賞　特選（賞金20,000円）、入選（賞
金10,000円）、審査員特別賞（賞金
5,000円）各1点。
　なお、入賞作品は、各種PRなど
に活用させていただきます。
●応募期限　6月30日（金）
●応募資格　市内に在住または、通
勤、通学されている方
●応募方法
　ハガキ・FAXおよびメールで作
品（川柳）・氏名・住所・電話番号・
年齢・性別・職業（学校名・学年）
を記入して、子ども家庭課に送付・
送信してください。また、直接ご持
参いただいても結構です。
●Eメールアドレス
kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp
●申し込み・問い合わせ先
子ども家庭課　022-1363

●場所　郡山字平成地内
※普通自動車約10台駐車可能
●募集区画数　9区画（1区画40㎡）
●賃借料　年間5,000円
●貸付期間　平成18年6月～平成19
年3月
●応募期間　5月1日（月）～10日（水）
※土・日・祝休日を除く
●申し込み方法　農林課または市民
課総合窓口に備え付けの申込用紙に
記入・押印の上、お申し込みくださ
い。後日、ほ場を決定するための抽
選会を開催します。
※応募者多数の場合は抽選となりま
すので、ご了承ください。
●申し込み・問い合わせ先
農林課農政係（農林振興センター内）
022-1253　422-1258

しろいしにようこそ!!　　　　　
「市内見学ツアー」参加者募集

平成18年度「市民農園」
利用者募集

●その他　ツアー終了後に、参加し
ての感想や市に対する意見や要望な
どをご報告いただき、建設的なご意
見につきましては今後の市政へ反映
させていきます。
●募集定員　25名（申込順）
●申し込み方法　電話またはEメー
ル、FAXでお申し込みください。
【必要事項:氏名・住所・電話番号・
年齢・性別・職業・居住年数】
●申込受付期間・時間
5月1日（月）～26日（金）8:30～17:00
（電話の場合は、土・日・祝休日を除く）
●Eメールアドレス
koho@city.shiroishi.miyagi.jp
●申し込み・問い合わせ先
総務課広報広聴係　
022-1331　424-4861

●職種・採用予定人員
　ケアワーカー　若干名
●資格　普通自動車免許を有し、自
家用車で通勤可能な方
●採用予定　書類・面接審査の上、
随時決定します。
問社会福祉法人伯和会総務課
025-7526（平日8:30～17:30）

　外国人の皆さん!日本語を学んで
みませんか？託児室もありますの
で、お子さんがいる方も安心です。
●日時　日曜日（毎月2～3回程度）
　　　　10:00～11:30
●場所　中央公民館
●受講料　月1,000円
●申し込み・問い合わせ先
白石ユネスコ協会（中央公民館内）
026-2453

　市では、当市に新たに転居された
皆さんを対象に、市内の文化施設や
体育施設、子育て支援施設などの見
学ツアーを開催します。
●日時　6月4日（日）・6日（火）
　　　　9:00～17:00
●見学コース
白石城集合→武家屋敷→刈田病院→
福祉センター→材木岩公園→スパッ
シュランド【昼食】→情報センター
→ふれあいプラザ→ホワイトキュー
ブ→碧水園【抹茶席】→市役所解散
●対象者
・市内に市外から転居されて、おお
むね3年未満の市民の方。
●参加費　1,500円（昼食代・茶席
代など）
※当日、徴収します。

　白石市街を見下ろす福岡蔵本・茶
園にあります「ケアハウスやまぶき」
は、60歳以上の元気な方を対象とし
た食事付きのアパートです。施設見
学や1週間の体験入居もできますの
で、お気軽にお問い合わせください。

参加無料
●日時　6月10日（土）8:30～
（雨天時は6月11日（日）に延期）
●場所　白石川緑地陸上競技場
●参加資格　白石市・蔵王町・七ケ
宿町各小学校の4～6年生
●競技種目（参加無料）
①100m：4～6年生男女
②80mハードル：5・6年生男女
③4×100mリレー：5・6年生男女
④走り高跳び・走り幅跳び：5・6
年生男女
⑤ボール投げ（ソフトボール公認1
号球）：5・6年生男女
●申し込み締め切り　5月16日（火）
●申し込み・問い合わせ先
岩松正博（白石市陸上競技協会競技
委員長）0・425-0869

第 22回全国小学生陸上競技
交流大会白石地区予選会
参加者募集

21で開催される「発表審査会」に
出席していただきます。
●賞　出品作品に選ばれた方には、
賞金30,000円を贈呈します。
●制作補助
①制作に必要なビデオテープなどの
消耗品を、3,000円を上限に現物支
給します。
②希望される方には、情報センター
の映像編集機器の技術指導を行いま
す。
●応募期限　10月6日（金）
●応募方法　6月30日（金）までに、
氏名（団体の場合は団体名と代表者
氏名）・住所・電話番号・年齢・性別・
職業または学校名（学年）・編集技
術指導の有無を電話またはメールで
ご連絡ください。
　作品は、10月6日（金）まで総務課
広報広聴係（市庁舎3階）にご提出
ください。
●Eメールアドレス
koho@city.shiroishi.miyagi.jp
●申し込み・問い合わせ先
総務課広報広聴係　022-1331

●募集部屋数
単身用居室・夫婦部屋　各2部屋
●利用料金　お一人様1カ月9～13
万円（入居される方の年収による）
●申し込み・問い合わせ先
ケアハウスやまぶき　025-8886

参加無料
　相撲を通じて子どもたちの心身の
鍛錬と健康の増進を目的に、わんぱ
く相撲仙南場所を開催します。小学
校4年生以上の優勝者は、7月30日
（日）に両国国技館で行われる全国大
会へも出場できます。
●日時　6月10日（土）（受け付け8:00～）
●場所　蔵王町立宮小学校屋外土俵場
※雨天時は宮小学校体育館
●対象　男子小学生（1～6年生）
●申し込み締め切り　5月31日（水）
問社団法人白石青年会議所　鈴木
00224-24-4555・携帯090-5595-8585

　東日本放送の主催で開催されてい
るCM大賞。今年のCM大賞作品は、
広く市民の皆さんから募集し、その
中から1点を応募したいと思います。
皆さんの応募をお待ちしています。
●作品の内容　観光・物産・伝統・
人物・動物・歴史や自然など、当市
の自慢や魅力を表現した未発表の作
品
●作品タイトル　25文字以内
●作品秒数　30秒
●作品企画　家庭用ビデオ（VHS・
DV）または放送業務用ビデオ（β
カム・D2）
※そのほか、制作に当たっての注意
事項は、応募の申し込みの際にお渡
しします。
●応募資格　市内に在住の方で、映
像制作を職業としていない方ならど
なたでも応募できます。
●著作権など　応募作品の著作権は
市に帰属します。また、放送などに
関する著作権は東日本放送に帰属し
ます。代表作品に選ばれた方は、
12月7日（木）10:00からイズミティ

●受験資格
・26歳未満で大学卒業程度の学力を
有する方。
・学校教育法による大学院修士課程
修了者（見込みの方含む）について
は28歳未満
●試験期日（予定）
【1次試験】5月20日（土）・21日（日）
●試験会場　仙台第3合同庁舎など
●申し込み締め切り　5月12日（金）
問大河原募集事務所00224-53-2185
　生活環境課　022-1314

「ほのぼの川柳コンクール」
作品募集 社会福祉法人伯和会職員募集 自衛隊幹部候補生募集

平成18年度白石和紙あかり製作
ワークショップ参加者募集

ユネスコ日本語教室
受講生募集

「2006みやぎふるさとCM大賞」出品作品募集
～あなたの作品がテレビで放送される…!～

ケアハウスやまぶき入居者募集

第10回わんぱく相撲仙南場所
参加者募集

第6回宮城県ペタンク大会
参加者募集
●日時　5月28日（日）※小雨決行
（受け付け8:00～、競技9:00～15:00）
●会場　白石川緑地公園（ソフト
ボール場）
●参加資格　小学生以上
●定員　40チーム（先着順）
●競技　ペアーズ戦（男女混合可）
●参加費　1チーム500円
●表彰　1位～3位
●申し込み方法　当日、会場で直接
お申し込みください。
問宮城県ペタンク連盟事務局
関東　026-2320（19:00～21:00）

東中学校創立20周年記念事業
実行委員募集 遊人会の仲間募集

　東中学校は1年後の平成19年4月
に創立20周年のハタチを迎えます。
　この記念すべき創立20周年を学
校やPTA、さらには地域の方や卒
業生とともに一緒に盛り上げたいと
考えています。皆さん、実行委員と
して各種事業に参加してみませんか。
●募集対象　市内在住の中学生以上
の方ならどなたでも結構です。
●活動期間　5月～平成19年9月
●申し込み・問い合わせ先
実行委員会事務局（東中学校内）
阿部　芳之　025-5575
http://geocities.yahoo.co.jp/gl/cosmos_kg

　遊人会は、障害のあるなしに関係
なく、スポーツを中心に毎月第一日
曜日（1・8月を除く）に、主に市
内で活動しているサークルです。
●会費　前期・後期各1,000円
●平成18年度活動予定
【前期】5月：卓球、6月：テニス、7月：
ボウリング、9月：ハイキング
【後期】10月：テニス、11月：いも煮・
カラオケ、12月：ボウリング、平成
19年2月：卓球、3月：反省会など
●申し込み・問い合わせ先
阿部文夫　025-2384
跡辺　徹　0・426-2213

●日時（時間はいずれも13:00～17:00）
第1回　5月13日（土）・14日（日）
第2回　6月10日（土）・11日（日）
第3回　7月 8日（土）・ 9日（日）
●場所　壽

す

丸
まる

屋敷・広間（中町）
●内容　あかり製作、白石和紙の話
●募集人員　20人（申込順）
●参加費　3,000円（白石和紙、電
球セット、竹ひご、ボンドなど）
●持参する物　はさみ、ペンチ、カッ
ター、筆記用具、絵筆など
●主催　蔵富人（くらふと）
●申し込み・問い合わせ先
蔵富人・阿部　0090-2727-5319
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　斎川公民館は、自治会、民生委員会などの地域に関係する各種団体の代
表者などで組織する「斎川まちづくり協議会」により運営されています。
活動の目標を達成するために、「さい遊館（さい川子ども居場所づくり）」、「馬
牛沼産直センターの運営支援（運営主体：斎川馬牛沼産直センターの会）」
の2つの事業を重点にさまざまな事業を展開しています。

　昨年4月から、公共施設の指定管理者制度に基づき、各地区の公民館の運営をその地域
のまちづくり協議会などへ委託しました。
　「社会教育通信」では、各地区における新しい事業への取り組みを紹介しています。第2
回は「斎川公民館」です。

「絆を強める・深める　まちづくり」斎川
活 動 の 目 標

重点事業は「さい遊館（さい川こども居場所づくり）」と
　　　　　「馬牛沼産直センターの支援」

　斎川小学校1年生から6年生までの児童を対象に、さい川子ども居場所づ
くり「さい遊館」を行っています。心豊かでたくましい子どもを地域全体ではぐ

くむため、学校のミーティングルーム、体育館、
校庭や公民館などを活用して、安全で安心な子
どもたちの活動拠点「さい遊館」を設けていま
す。指導員や協力員には、高齢者や若者、女性な
ど約30名の皆さんが参加し、放課後における
遊び場の安全管理や指導を行っています｡
　活動は週2～3回で、放課後の遊びの場のほ
かに、週末にはソフトボールやサッカーなどのス
ポーツを地域の皆さんと一緒に行い、地域住民
の皆さんとの交流の場となっています。

問斎川公民館　　25-2701　　24-4304

　指定管理者制度が発足して1年。皆さんの協力のおかげで準備不足
が多い中、事業を進めてくることができました。“おかげさまで”の感謝の
一言です。
　とりわけ斎川地区は、公民館が主催・支援する「子ども居場所づくりの
月曜日の放課後、土曜日の活動の笑顔の子どもたち」・「馬牛沼産直セン
ターの好評販売」の2つの目玉事業により、順調にまちづくり活動が進展
しています。
　さらにより良い活動を行うため、皆さんのアイデア、ご意見をお待ちし
ています。

新年講演会

さい遊館（さい川こども居場所づくり）

　1月15日、斎川公民館において、まちづ
くり協議会とさい遊館の共催で、青少年に
かかわる家庭・学校・地域のあり方につい
て講演会を行いました｡「心のキャッチボ
ール」と題して横山幸子氏にお話をいただ
きました。当日は、予想以上の参加者とな
り、ユーモアたっぷりのお話の中に、昔話
などを交えた講演で、参加した皆さんから、「言葉ってふしぎな力を持ってい
るんですね」「親の子育てが少し分かりました｡もっと聴きたかった。」「いい話
だった。しばらくぶりで、すがすがしい気持ちになりました。」など、「素晴らし
かった。」「良かった。」という感想をたくさんいただきました｡
　青少年問題は親の子に対する向き合い方と多くの人的環境によるもので
あり、子どもが幼いうちからの子育て支援の大切さが改めて分かりました。

もちつき大会
　昨年12月25日、子ども会育成会とさい
遊館の共催で恒例のもちつき大会を開催し
ました。地域の方や保護者の協力で前日か
ら準備を行い、きねでペッタンペッタンとも
ちをつき、雑煮・きな粉・ゴマ・納豆もちにし
ていただきました。おいしくて「おかわり」の
声があふれていました。
　終了後には、こままわしやたこあげを行
い、一日楽しく過ごしました。また、一人暮ら
しの方にも切りもちにして、民生児童委員の
皆さんの協力でお配りしました。

馬牛沼産直センターの運営支援

　馬牛沼パーキングにあったラーメン店を市
から借り受け、既存の建物を改装して地場産
野菜などの直売所として「馬牛沼産直センタ
－」を開設しました。
　地域で農産物を栽培する高齢者の皆さん
が、農産物の直売所を開設することで生きが
いを感じ、今まで以上に元気に働き続けてい
ける環境づくりを目標としています。
　店内には、米や旬の野菜などの農産物のほ
か、梅干し、漬物、斎川に加工場を持つ白石陽
光園のかりん糖、豆腐などの商品が並べられ
ています。
　営業日は、火・木・土・日曜日の週4日で、午
前10時から午後5時までとなっています。

▲もっともっと高く積みたい!みんなで
　慎重に。異学年の交流活動です。
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▲おいしそうな地場産野菜が並べられています!

きずな

健康な身体をつくり、守っていきましょう!!
○問 健康推進課　022-1362

■予防接種のお知らせ （場所：健康センター）

　今年度も各種検診の申し込みを一括して行います。申込用紙が送付されましたら、受ける・受けないにかか
わらず、必要事項を記入の上、5月8日（月）まで返信用封筒で郵送いただくか、または健康推進課に直接提出
してください。提出しないと各種検診が受けられなくなりますので、ご注意ください。

内　　容
ポリオ（2回目）
ポリオ（1回目）

月　　日
5月19日㈮
5月30日㈫

対　象　者
平成17年1月1日～6月30日生
平成17年7月1日～12月31日生

受付時間
13:30～14:30
13:30～14:30

■各種検診申込のお知らせ

　市では、高齢者に多い「肺炎球菌」による肺炎を予防するため、65歳以上の方を対象に肺炎球菌ワクチン
予防接種料金の一部補助を行っています。
　予防接種を希望される方は、かかりつけの医療機関にご相談ください。
　（白石市・蔵王町・七ヶ宿町の医療機関で接種できます。）
●実施期間　平成19年3月31日まで
●対 象 者　65歳以上の方で肺炎球菌ワクチン未接種者（ただし、市内に住所を有する方）
●接種料金　8,000円（自己負担5,000円、市補助3,000円）

■肺炎を予防する「肺炎球菌ワクチン」の接種をおすすめします。

　65歳以上の方を対象に元気な身体づくりに取り組む教室を開催します。家庭でも無理なくできる運動です。
体力にやや不安がでてきたかな、健康のために何かはじめてみたいなと思われる方、教室に参加してみませんか。
●日　　時　6月14日・21日・28日、7月5日・12日の5日間　いずれも水曜日　10:00～12:00
●場　　所　介護予防センター
●内　　容　講話・ストレッチ・筋力トレーニング・バランストレーニングなど
●対 象 者　65歳以上の市民の方で5回とも参加できる方
●募集人員　25名（申込順）
●受 講 料　無料（保険料自己負担）
●指 導 者　健康運動指導士、保健師など
●申込受付期間・時間　5月8日（月）～26日（金）　8:30～17:15（土日を除く）
　　　　　　　　　　　※期間厳守でお願いします。
●申し込み・問い合わせ先　国民健康保険係　☎22-1362

■65歳からの運動教室（第1回目）受講生募集

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
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風間市長から、市政モニター

▲

の皆さん1人1人に委嘱状が
交付されました。

▲委嘱状を交付された市政モ
ニターの皆さんは、市長の
講話に続いてふれあいプラ
ザの隣にある「白石市デイ
サービスセンターぶな」を
見学しました。

か　ら　だ

健康な身体をつくり、守っていきましょう!!健康な身体をつくり、守っていきましょう!!

2021



　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。
　ぜひ、虫歯があるお子さんも
３歳６カ月児健診までに、虫歯
を治してメダルをもらいましょ
う。

問健康推進課　022－1362

虫歯を早く治して
メダルをもらおう！

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

●子育てサロン　（場所：健康センター）

3月の３歳６カ月児健診で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！ む

し
歯

な
い
子
の

全員集合

※「ママとパパの教室」に参加できない方には、母子健康手帳を健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8：30～17：15）。
※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

●国内ハンセン病療養所入所者などに対する保証金制度について（お知らせ）

●支給対象者：平成8年3月31日までに国内ハンセン病療養所に

入所されており、補償法施行日において生存されている方

●請求期限：6月21日（水）

まもなく請求期限となりますので、対象者でまだ請求されていない方はお早めに手続きくださいますようお願いします。

※そのほか、次の方につきましては、補償金を請求できません。
　①すでに補償金を受けられている方
　②ハンセン病に関する裁判上の和解が成立されている方
問宮城県保健福祉部健康対策課　結核感染症班　0022-211-2632

6月分
内容 月日 対象者

受付時間

4カ月児健康診査
6カ月児育児相談
1歳６カ月児健康診査

3歳6カ月児健康診査

2歳6カ月児
親子歯科健康診査

乳幼児相談

ママとパパの教室
母子健康手帳交付
妊　婦　相　談（　　　   ）

6月21日（水） 平成18年  2月生まれ
6月23日（金） 平成17年12月生まれ
6月22日（木） 平成16年11月生まれ

6月23日（金） 平成15年12月生まれ

6月20日（火） 平成14年12月生まれ

6月  1日（木）

6月13日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方

月日 対象者

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

5月分

5月24日（水） 平成18年  1月生まれ
5月26日（金） 平成17年11月生まれ
5月25日（木） 平成16年10月生まれ

5月26日（金） 平成15年11月生まれ

5月23日（火） 平成14年11月生まれ

5月11日（木）

5月  9日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

13：00～13：10

妊婦歯科検診 6月13日（火）、10月10日（火）、2月13日（火）の3日間、上記の「ママとパパの教室」と合わせて行います。

9：20～9：30
13：00～13：10

13：00～13：10

13：00～13：10

9：15～9：45

9：20～9：30

10：00～11：009：30～
5月18日（木）
6月  8日（木）

内　　　　　容 受付時間 サロン
講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

月　日

村　上　友　哉
八　島　凪　咲
平　間　玲　温
齋　藤　健一郎
佐　藤　茉莉衣
石　川　悠　太
久　松　くるみ
廣　谷　開　人
八　島　知　生
小野寺　　　天

くん
ちゃん
くん
くん
ちゃん
くん
ちゃん
くん
くん
くん

角　張　楓　征
日　下　美　咲
武　江　奈　々
谷　津　雄　太
水　野　菜々穂
谷　津　静　流
鈴　木　結　衣
早　見　天　馬
岩　松　祐　希
三　澤　拓　実

くん
ちゃん
ちゃん
くん
ちゃん
ちゃん
ちゃん
くん
くん
くん

2223

●日時　5月18日（木）10:00～
●場所　ふれあいプラザ和室
●対象　0歳児（定員10名）

　南保育園3階およびふれあいプラ
ザ内の子育て支援センターでは、子
育てに関する相談に応じています。
　申し込みは不要ですので、いつで
もお越しください。
※不明な点やそのほか子育てについて
の情報は、ふれあいプラザ内子育て支
援センターにお問い合わせください。
※子育て情報誌「子育てホッとマッ
プ」3号ができました。ご希望の方
はふれあいプラザ内子育て支援セン
ターにお問い合わせください。

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

■子育て相談を行っています

参加無料
　3歳までのお子さんを養育してい
るお父さん、お母さん、お孫さんの
お世話をしているおじいちゃん、お
ばあちゃんなど、遊びを通してお友
達になりませんか。
　子育ての悩みは発育段階に応じて
出てくるものです。一人で悩まず、
気軽にお出かけください。
●対象者　市内在住の0～3歳児と
その家族
●開催日時　5月24日（水）、6月7日

（水）・21日（水）　10:00～11:30
※7月からは「ほっぷんちょ」に移行予定。
●場所　中央公民館　2階講座室
●内容　手遊び、絵本、おしゃべり
タイムなど
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課　022-1343

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金8:30～17:15

　入会金・年会費は必要ありません。
●依頼会員　子育て
のお手伝いをして欲
しい方
●提供会員　子ども
を預かったり、送迎
したりできる方
●両方会員　依頼会
員と提供会員の両方
を兼ねる方
※万一の事故に備え、会員はファミ
リー・サポート・センター補償保険
に加入します。市で加入しますので、
個人負担はありません。

※2人目（兄弟・姉妹）からは、1
時間250円になります。

育て支援センター玄関前をご利用く
ださい。

　「きらっこ☆くらぶ」、「赤ちゃん
広場」ともに、参加者を募集します。
　希望される方は、ふれあいプラザ
内子育て支援センターまでお申し込
みください。
★きらっこ☆くらぶ
　仕事の都合や、結婚などで白石に
引っ越して来たママたち、子育てに
ついておしゃべりしながら楽しく交
流を深めませんか?
●日時　5月12日（金）10:00～
●対象　2歳児（定員10組）
★赤ちゃん広場を始めます!
　新米ママへ、離乳食作りや子育て
の情報交換などをしながらみんなで
一緒に楽しく子育てしませんか?

●日時　5月11日（木）15:15～
●場所　図書館2階文化室
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
●対象　どなたでも

5月のおはなしひろば

参加無料
　不意の病気やけが、いざというとき
慌てずに的確な処置ができますか？
　そんなときのために救命救急法の
講習会を開催します。3時間の講習
で、修了証を発行します。
　どなたでも参加できますので、お
友達同士やご夫婦でどうぞ!!たくさ
んの参加をお待ちしています。
●日時　5月21日（日）9:00～12:00
●場所　ふれあいプラザ2階
●内容　乳幼児と大人の救命救急法
※AED（自動体外式除細動器）の
講習を含みます。
●講師　白石消防署職員
※当日、託児を行いますので、事前
にお申し込みください。
●申し込み方法　5月12日（金）まで
電話または来館の上、お申し込みく
ださい。
※昨年受講された方でも、参加でき
ます。

■救命救急法の講習会を開催します

楽しい子育て応援します !

「みにほっぷひろば」参加者募集 !

●開催日および会場
★5月10日（水）　大平公民館
★5月25日（木）　斎川公民館
●時間　9:30～11:30
●参加費　無料
※お茶またはお水を持参ください。
※参加希望の方は、直接会場におい
でください。

参加無料
●日時　5月24日（水）10:00～11:00
●場所　南保育園2階ホール
●対象　1～2歳児
●定員　20名
●申し込み方法　5月22日（月）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターへ電話でお申し込みください。
※当日の駐車場は、南保育園3階子

■「あいあい広場」を始めま～す !

■リトミックをします !

■子育てサークル参加者募集

■会員随時募集中!

子ども一人につき１時間の基準額

昼間（月～金の7:00～19:00）
早朝（7:00以前）
夜間（19:00以降）
土・日・祝祭日

500円

病児保育（軽度の病気） 500円

▲サポートママ
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　　　ラー油 適量
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ミニトマト

健康ひろば健康ひろば
生活習慣病
予防のための

※問い合わせ先
健康推進課　022-1362

（健康センター内）
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たかはし内科クリニック

高橋　昌宏

○入院時の食事についての負担方
法が変わります!

○平成18年4月1日から入院時の食
事の負担が、1日単位から、1食単
位に変わります。

①一般の方
　1食につき260円
②市民税非課税世帯に属する方
　1食につき210円
　1食につき160円
　（入院日数が90日を超えた場合）
③上記②のうち、所得が一定基準
に満たない70歳以上の方など
　1食につき100円
※上記②および③に該当する方は
加入する医療保険の保険者の発行
する減額認定証の交付申請が必要
となります。
※医療機関で提供される食事の内
容が変わるものではありません。食事
の負担額について、食数にかかわら
ず1日単位で計算していたものを1食
単位の計算に変更するものです。
詳しくは、国民健康保険係、老人保
健係まで

問健康推進課　022-1362
　　　　　　　国民健康保険係
　　　　　　　老人保健係

そこが知りたい
国保・老人保健

●休日当番医・調剤薬局

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

●健康プラン21（健康づくりに取り組みましょう）

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

●献血の日時●健康料理講習会

場所 時間 持ち物
エプロン、三角布、米半合
材料代300円

各　地　区 9:30～13:30

5月31日は「世界禁煙デー」です。
今年のテーマは「たばこ：どんな形や装いでも命取り」です。喫煙が健康に与える影響は大きい上、受動喫煙の危険性やニコチンの依存性を
ふまえると、喫煙習慣は個人のし好にとどまらない健康問題であり、生活習慣病を予防する上で重要な課題です。
世界禁煙デーを機会に、たばこについて考えてみませんか?しろいし健康プラン21では、次の2つのスローガンを掲げています。
○健康への影響を理解し、喫煙習慣を見直しましょう。
○他人への健康に配慮し、マナーある分煙をしましょう。

自分の健康は自分でつくりましょう。講習会にはどなたでも参加できます。
ヘルスメイト白石会員の健康に関するお話や保健師・栄養士などのお話、調理実習を行います。

フジ薬局
024-3355

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
032-3360

けやき薬局白石店
026-1160

佐藤医院（蔵王町）
032-2002

こまつ外科・内科クリニック
022-2115

みどり薬局城北店
022-4966

二幸薬局
025-5105

たかはし内科クリニック
22-2535

公立刈田綜合病院
025-2145

フレンド薬局清水小路
024-3393
伊新薬局
026-2593

エルム調剤薬局
025-1680

海上内科医院
025-1501

堤医院
025-1181

水野内科クリニック
025-2736

公立刈田綜合病院
025-2145

5月  3日

5月  4日

5月  5日

5月  7日

5月14日

5月21日

5月28日

6月  4日

6月11日

内方医院（蔵王町）
032-2101

宮城医院
025-2062

柿崎小児科医院
025-2210

加藤整形外科小児科医院
026-2653

三浦内科胃腸科クリニック
025-6854

公立刈田綜合病院
025-2145

梅津内科医院
024-3571

公立刈田綜合病院
025-2145

にしうら薬局（蔵王町宮）
032-3020

フレンド薬局白石
024-2119

亘理内科胃腸科医院
025-8501

公立刈田綜合病院
025-2145

菅野薬局
026-2211

サンコウ調剤薬局
024-2523

白
石
市
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科
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日
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）　　
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事業名 対象者 内容 相談日時
こころの相談

（精神保健福祉相談）
もの忘れ相談

（認知症相談）

心の健康問題を抱える人およびその家族

もの忘れ、認知症の方およびその介護で悩む方々

精神科医による個別相談      

精神科医による個別相談 5月17日（水）
6月21日（水）

5月  2日（火）
6月  6日（火）

  9:30～12:00
  9:30～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（022-1362）にお問い合わせください。

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談

思春期・引きこもり
専門相談

アルコールの問題を抱えている本人および
その家族

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族、関係者、ひきこもりの状態の本人
および家族、関係者

精神科医、相談員による個別相談

精神科医による相談、診察および
相談員によるカウンセリング

  5月12日（金）13：00～15：00
  5月26日（金）13：00～15：00
  6月  9日（金）13：00～15：00
  6月23日（金）13：00～15：00

  5月19日（金）13：00～15：00
  6月  2日（金）13：00～15：00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（0０２２４-５３-３１３２）にお問い合わせください。  

◎

◎

◎

◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

※各地区健康料理講習会日程・会場
5月22日（月） 越河集会所
5月31日（水） 小原公民館
6月  8日（木） 八宮生活センター
6月12日（月） 斎川原集会所
6月19日（月） 上森合集会所
6月27日（火） 大鷹沢公民館

場所 種類
ホワイトキューブ

（こけしコンクール） 全血

日時
5月  3日（祝） 9:30～12:00
 13:00～15:00

ヨークベニマル 全血5月14日（日） 10:00～12:00
 13:00～15:00

2425
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■人口　39,820人（前月比）－224人　　■世帯数

19,401 20,195 13,705
※住民基本台帳から
　3月31日現在

市内の交通事故
事故発生件数 76件 （217件）
死 亡 者 数 0人 （    1人）
負 傷 者 数 12人 （  43人）
物 損 件 数 65件 （184件）

市内のシートベルト
着用率

4月6日　10:45～11:00　94.8％
（舞鶴会館前交差点）

3/1～ 3/31
（　）は累計

5月の定例相談会
5月15日（月）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室
5月15日（月）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室

4月から電話での相談のみとなります。
ご相談したい方は、電話相談センター
（ 022-221-3007または022-783-7842）
 までお問い合わせください。

5月15日（月）　9:10～15:30
市庁舎３階　第３会議室
5月15日（月）　10:00～15:00 
市庁舎4階　第4会議室
5月10日（水）　10:00～12:00
 農林振興センター
5月2日（火）　9:30～12:00
健康センター（要予約 22-1362）
5月17日（水）　13:00～15:00 
健康センター（要予約 22-1362）
5月10・24日（水）　13:00～15:00
福祉プラザやまぶき
（リオン）
5月11日（木）･24日（水）　13:00～14:00
（ワイデックス）
5月30日（火）　13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

毎週月・水・金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）
22-0783
毎週月・火・木・金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター
22-1342（内線445）
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター

毎週月・水・金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター
（ふれあいプラザ内）
電話相談も実施（ 22-6035）

随時（仙南保健福祉事務所）
（ 0224-53-3132）

人権擁護

行 政

税 務

社会保険

無料法律

農 家

精神保健

もの忘れ

障 害 者

補 聴 器
巡 回
サービス

消費生活

青 少 年

家庭児童

ＤＶ・　　
セクハラ

母子寡婦

相談種別 相談日時・会場

第　　  回こどもまつり
～のびのび遊ぼう白石っこ～30 認　　  症高齢者家族のつどい知

・甲冑の試着コーナー
・ミニ歴史展（甲冑などの展示）
【歩行者天国会場】
・昔なつかし自動車の展示と部品の
販売
・よさこい総勢200名による「よさ
こい総踊り」、景綱会など市内6団体
の太鼓の演奏
・白石ユネスコ協会による世界遺産
大パネル展
・市内寿司店の皆さんの協力による
マグロの解体ショー
・焼き豚コーナー、野菜市やフリー
マーケットなど
問白石商工会議所　026-2191

｢すまi
い

るひろば｣1周年記念イベント
白石　　  下いきいきフェスティバル城

　すまi
い

るひろばのオープン1周年
を記念して、各団体から参加協力を
いただき、白石の素晴らしい伝統的
食の文化や歴史の深さを知っていた
だくことを目的に開催します。
●日時　5月21日（日）10:00～15:00
●場所　すまi

い

るひろば、壽
す

丸
まる

屋敷
および中町・長町通り歩行者天国内
●内容
【すまi

い

るひろばおよび壽丸屋敷会場】
・仙南地域9団体の「よさこい踊
り」、景

かげ

綱
つな

会など市内6団体の太鼓の
ほか、篠

しの

笛
ぶえ

、津軽三味線の演奏
・地場産業特産品展示即売会
　（温

うー

麺
めん

、こけし、和紙など）

～認知症でも安心して暮らせる
地域社会をめざして～

　認知症高齢者の介護は、とても大
変です。介護していての悩みや苦労
をみんなで話し合ってみませんか。
●日時　5月16日（火）
　　　　13:00～15:00
●場所　介護予防センター
●対象者　認知症高齢者の家族の方
のほか、どなたでも参加できます。
●内容　座談会
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設｢清風｣022-2110
地域包括支援センター

（福岡蔵本字茶園62-1） 022-1361

　外で元気にのびのび遊ぼうと、今
年もこどもまつりを開催します。
　各種お楽しみコーナーが盛りだく
さん。ぜひ、遊びに来てください。
　お父さん、お母さん、お兄ちゃん、
お姉ちゃんも一緒においでください。
●日時　5月14日（日）9:00～12:00
●場所　益岡公園西側芝生広場

（雨天時は中央公民館）
●内容　ペットボトルボウリング、
丸太切り、押し花、エアーロケット
的当てなど
問子ども家庭課　022-1363

▲風間市長と「元気で頑張ってきます」
と握手をする佐藤さん

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄附をいただ
きました。紙上からお礼申し上げます。
FAXサービス希望っこ会長　志村
みよ子氏、榛澤秀雄氏、越河小学校
児童会代表　須藤隆太氏、奥州白石
温麺協同組合理事長　佐藤豊彦氏、
東中学校父母教師会会長　斎藤浩一
氏、羽山砕石㈱代表取締役　井上勝
次氏、佐藤重利氏、古賀オール㈱東
北支店支店長　江島弘氏、白石ソー
イング㈱代表取締役　高橋秀典氏、
山田秀光氏、平成17年度成人式実
行委員長　大泉正輝氏、城北コミュ
ニティ推進協議会会長　浜田徳兵衛
氏、大浦勝広氏、佐藤勇雄氏、佐藤
正治氏、佐藤貢一氏、遠藤久一氏

　紙上から
礼申し上げますおヘルスパイオニアタウン事業

第　　回市民グラウンドゴルフ大会15 　　 うらら
武家屋敷通りを歩いてみませんか春

観覧無料
　毎年恒例の「城の会」を今年も実
施します。皆さんどうぞお気軽にお
越しください。
●日時　5月14日（日）11:00～14:30
●会場　白石城本丸内
※雨天の場合も白石城で開催します。
●内容
　屋外特設舞台による仕舞、詩吟、
箏
そう

曲
きょく

、日本舞踊などの演技と野点の
組み合わせによる古典芸能の祭典
※煎茶・抹茶券　700円
問城の会　矢ノ目　026-2974

参加無料
～楽しみながら体力づくりを!～
●日時　5月27日（土）8:30～
※雨天時は6月3日（土）に延期
●会場　白石川緑地公園
●種目　①団体の部（6人構成）②
個人の部:ジュニアの部（中学生以
下）・オープンの部・シニアの部（60
歳以上）
●募集人員　96名（申込順）
●申し込み方法　各公民館備え付け
の申込書に記入し、社会教育課ス
ポーツ振興係へ提出してください。
●申し込み締め切り　5月19日（金）
※用具は主催者側で準備します。
問社会教育課スポーツ振興係（中央
公民館内）022-1343・026-2453

参加無料
 家庭内のさまざまな問題から売買
や会社・土地関係の諸手続きに関す
るご相談まで、ベテランの行政書士
が親切丁寧に応対します。
　相談内容の秘密は厳守しますの
で、お気軽にご参加ください。
●日時　5月13日（土）13:00～16:00
●場所　ふれあいプラザ研修室2（2階）
●相談内容　相続、遺言、贈与、土
地・建物、農地転用、会社設立、行
政機関に提出する書類作成など
問法務研究会せんなん事務局
00224-63-5779・40224-63-5960

　当時の武家の暮らしぶりをお話
と、小関家伝来スローフードで体験
しませんか。
●日時　5月3日（水）～5月5日（金）
　　　　10:00～16:00
●場所　武家屋敷通り（後小路小関
　　　　家・小見家敷地内）
問「武家」事務局　0080-1805-4047

　童謡やアニメ・アイドルの曲に合
わせて楽しく体を動かしませんか?
　お母さんと子ども、おばあちゃん
とお孫さんで通っている方もいます。
　みんなで和気あいあい楽しく遊ん
でいます。体験レッスンもあります
ので、奮ってご参加ください。
●日時　毎週水曜日
　　　　16:00～17:00
●場所　奥州街道ふれあいの館
　　　　（城北町）
●会費（月4回の場合）
子どものみ2,500円、親子3,500円
●申し込み・問い合わせ先
八巻　0090-4319-7576　

　　  蔵王夏山開き参加者募集南
　標高1,800mのお花畑を歩いてみ
ませんか?参加者を募集中です。
●開催日　6月4日（日）
　　　　　（前日は七ヶ宿泊）
●コース　硯

すずり

石
いし

～不忘山～芝草平～
　　　　　刈田峠
●参加費　宿　泊　10,000円
　　　　　日帰り　 3,000円
●募集人数　40名

（定員になり次第締め切ります）
●応募締め切り　5月25日（木）
●申し込み・問い合わせ先
商工観光課　022-1321
観光案内所　026-2042

白石女子高等学校吹奏楽部
　　  ャリティーコンサートチ
入場無料
　今年で17回目となる定期演奏会
を開催します。入場無料ですので、
多くの皆さんのご来場をお待ちして
おります。
●日時　5月28日（日）　13:30開演
●会場　えずこホール（大河原町）
●曲目　サウンドオブミュージック
メドレー、バレエ音楽｢シバの女王
ベルキス｣ほか
問同校吹奏楽部顧問
　古澤　025-2181

第15回　　  政書士による法務相談行

　　 ーキンソン病患者と
ご家族の皆さんへパ

～医療相談会と講演会～
●日時　5月21日（日）11:00受け付け
●場所　中央公民館・大ホール
・アトラクション（11:40～12:00）
・医療相談会（12:00～13:00）
【担当医】公立刈田綜合病院神経内科
部長佐藤信行先生、東北大学大学院医
学系研究科神経感覚器病態学講座神経
内科学分野講師・医学博士武田篤先生
・講演会（13:15～15:00）
｢国内外で進む研究と最新の治療方法｣
【講師】武田　篤　先生
●参加費　700円

（会員は無料、弁当代は別途有料）
●申し込み方法　ハガキに参加者
名・住所・連絡先・弁当の有無・無
料バス利用の方はその乗り場名・主
な質問事項を記入の上、5月17日

（水）までに申し込みください。
●申し込み・問い合わせ先
〒989-0203  白石市郡山字荒屋敷65-5
パーキンソン病患者とその家族の会会長
大沼　024-2842（9:00～17:00）

平成18年
「　　  の会」城

ァミリービクスサークル
　　メンバー募集フ海外ボランティアでメキシコへ!!

東町在住の佐藤さんが元気に出発!!
　 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構

（JICA）のシニア海外ボランティア
に応募し、厳しい選考の中で合格さ
れた、東町在住の佐藤みえ子さんが、
赴任地であるメキシコへの出発に先
立ち、風間市長を表敬訪問しました。
　佐藤さんは、白石城の小店で手づ
くりの手工芸品などを販売する傍ら、
白石城でのイベントを企画するなど
楽しいまちづくりを行ってきました。
　佐藤さんは、3月30日に日本を出
発し、得意の手工芸の技術を活

い

かし、
現地の職業訓練センターで先住民族
の女性たちに織物や洋裁などの技術

指導を行うとともに、指導プログラ
ムの企画や地方を巡回してのセミ
ナー開催など、商品としての製品開
発の指導を行い地場産業の支援によ
る貧困の削減を目指します。現地で
のご活躍をお祈りします。



28古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

市　の　木
ブ　　　ナ

市　の　花
ヤ マ ブ キ

市　の　鳥
ウ グ イ ス

固定資産税（1期）　
軽自動車税 の納期です

5月は

直人さん、
祐子さんご

夫妻の長男
（鷹巣）

パパからひとこと
大きくなったら

一緒にサッカーしようね。

ママからひとこと
元気に生まれてきてくれて

ありがとう!
これからも明るく、
元気に育ってね!

H18.5

小　室　
　　樹ちゃん

いつき

※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

山本　ありささん
（斎川小・３年） 

やま  もと

ホタルブクロの花

50年の永きにわたり助産師
活動に尽力されました

佐藤　貞子さん
　一昨年の11月17日、50年
の永きにわたる助産師とし
ての活動を評価され、厚生労
働大臣の表彰を受けたのが、
大平在住の佐藤貞子さんです。

　半世紀の間に数え切れないほどの出産に立ち会い、これまでに白石市
の人口の約半分にあたる2万人に及ぶ赤ちゃんを取り上げてきたと話
す佐藤さん。出産時の介助から産前・産後の母子のケアまで、困難な務
めを果たしてきた佐藤さんにお話を伺いました。
●なぜ助産師を志されたのですか?
　若い時から将来は人のために役に立つ仕事に就きたいと思っていま
した。特に、出産や産前・産後のさまざまな悩みや問題に直面した母子
のお手伝いをしたいという思いが強く、看護師や養護教諭なども経験し
ましたが、最終的に助産師を終生の仕事として選びました。
●活動されている中で苦労したことや、逆に良かったと感じることは何ですか。
　劇的な場面に立ち会うことが多い仕事だけに苦労話は絶えません。長

年この仕事を行ってきましたが、夜中
に電話がかかってくるのは日常茶飯
事で、睡眠時間が3時間の日が続いた
こともしばしばありました。
　乳幼児には大人の理屈は通用しま
せん。その分ご家族の悩みは尽きず、
困った状況に直面したお母さんなど
はすがるような思いで連絡してきま
す。それだけに、私も本気になって相

談に応じてきましたし、問題が解消されたときの喜びもひとしおでし
た。少ない睡眠時間の生活を送る中で健康を保ち、長い間この仕事を続
けることができたのは、やはりこういった情熱と使命感、そして充実感
があったからであり、また、亡き朝倉松雄先生、そして朝倉病院で一緒に働
いた皆さんのおかげです。本当にありがとうございました。
●後輩の助産師さんの方や市民の皆さんへのメッセージをどうぞ!
　出産の立ち会いは非常に感動的で、元気に泣く赤ちゃんを取り上げた
ときというのはとてもうれしいものです。同時に、最近増加傾向にある
マタニティーブルー（産後鬱）の問題など、デリケートな側面を多く持っ
た仕事ですので、現在助産師として活躍されている方には、こういった
問題に十分配慮して仕事に臨んで
いただければと思います。
　私はこれまで、助産師として数多
くのご家族のお手伝いをしてきま
したが、同時に私自身も多くのご家
族に支えられてきたと感じていま
す。これらの皆様に深く感謝します
とともに、子育てに悩む多くのお母
さんたちを救えるよう、後輩の助産
師の皆さん、頑張ってください。

「平成の鉄砲隊」（撮影場所：白石城）　遠藤　篤志さん（大川町）

「夜間納税総合窓口」開設のお知らせ
　市で取り扱うすべての税金・料金を納入できるようになりました。
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。
●日時　5月31日（水）・6月1日（木）
　　　　17:30～19:30（市税は、17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

▲厚生労働大臣よりの表彰状を手に
▲昭和50年ごろ、勤務先の朝倉医院に
て同僚とともに（中央が佐藤さん）

訪
問
指
導
で
訪
れ
た
家
庭
で
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
く
佐
藤
さ
ん

▲

てい  こ

うつ




